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（主要記事）

第4回通常總癖･･･……････……･…･･･････….".……."….…..……..…
× × ×

國有林の綴潜合理化についての一毒察･…･･････…････小松頼三
（第2回懸鴬論衣入選作品〕

× × ×

銅彩賛成長の計量法に脇する提案………･･･････…･･村田丈之助
詞$戦1方の天然綱嵯裟に就で････…．．…………．．････伽E殿・三輪静夫
アメリカシロヒトリに就で････“…･…･･･………ず…･･･中原二郎

× × ×

特別講座・簡易索道の設計に就て（1）．････････…．．…･西垣晋作
× X

森林手薄・野鳥の養護その他(3)．…･…………．．…･成澤多美也
× × ×

質疑懸答・新刊紹介．｡"･･…･……………………...…..…".….…….、
書評…．．…･…．｡…･･‘・・.….…‘...….….……...………..…..…..….”

30周年記念懸賞論文･蔦眞ｺﾝｸ･-"募集規定．."..…...…...".
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告第4回通常總會報

砒囲法人日本林業技術協會

昭和26年3月15日午後4時から東京都千代田厩永田町参議院會館第一曾議室涯於て開催した出席人員45名掻川

理事長挨拶の後、新符哲男氏（東京支部長）が議長雁選出され次の各譲案遂附議決定した

議案（1〕 昭和24年度、業務報告並に收支決算報告挺關する件

報告通り原案承認可決

議案（2） 昭和26年度、事業方針並に收支豫算に脇する件

1．本年は恰も木曾創立30周年に蟻るので別項の通り其の記念事業を資施する

2．－殻業務については略燕昭和25年度事業方針を踏襲して本曾の復興完成に謹進する

3．會誌の發行を倍増して月刊とする

等の事業方針を決定、併せて之に伴う收支識算を原案通り可決した
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Ｌ
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，
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師126年度正曾員の曾鋭に畷する件

議案(2)の決定に伴って會誌の發行を倍燭することとなり昭和26年度會菱は従来の200円から年

１
１
１
１

額300円に堀額することを可決した

議案（4） 其の他會務腱鮒する件

曾務運誉に開じて出席曾員から種盈要塁意見が述ぺられた

以上を以て議事を終り、松川逼郵長閉會の挨拶を述べ午後6時散曾した

× × ×
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木曾30周年記念事業計薑 １
１
、
、

1．記念式典 本秋蝶行の識定

2．森株記念曾館の建築 場所千代田麗麹町1丁目7番地ノ5

敷地凡そ75坪（木曾所有地）規棋木踏2階建延約94坪

3． 赫業關係古老先輩の座談倉記念式典の前後に全國林業關係の古老先窪の座談曾を開催する

4． 記念造赫 國有林内に部分林約10111渉を設定し3ケ年計識を以て本年度がら寶施する

場所小田原螢林署管F轆齢市姫ﾉ灘（申請中〕

5．懸賞論文慕集 〈林業技術に談表濟）

6．林業鳶眞コンクール 〔發表濟）

7．記念出版 1．林業百科事典

2．全國民有林案縦蕊

8．其 の 他 記念職演會林業技術功努者の表彰等登行う
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國有林の經螢合理化についての一考察

一第二回懸賞論文入選作品一
G

名古屋誉林局小松 頑 三

1． 緒 言

國有林經瞥の合鋤bには先以って林業政策の合理化換言すれば杜曾睡濟政策としての林業部門の問題或は林野行政の問題

等だと更に内部技術の増進について論じなければならない。

然しこのような所謂廣義の國有林經管の合理化の問題ほ本題の對象外において､舷では狭錠の小さな技術面の合理化につ
いて論ずる事にした。

一即ち國有林經聲上から見た造林樹種選定の間題或は事業全般を通鷺し如何なる部面の改善或は創意工夫をなすべきかを考

究して諸賢各位の御批測を仰ぎたいと思う。

次に本題の考察をどのようにして進めたかを設明すれば、

高知､長野､秋田各菅林局發行のヒノキ､アカマツ、スギの收謹表を用ひて夫盈識樹種の上､中､下の收盤表によって一
應輪伐期を想定して現在蜜行砿磯祢剃i,~作業薮、土木費、管理費或ば木材市場償によって將來を想定した場合どのような状

態になるかを溌討し地位及び地利的條件の差等によるヒノキ、アカマツ、スギ、ブナ等の森林純收入について説明しこれに
￥

よつで、その遥林樹種選定上の重大な指針を究明し併せて更新方法について附言した、更にトラック、或は森林鐡遁輪遙に

ついての合理化について考察を加えてみ､たつ

2． 金員收獲から見た各事業の舩態

a. 材積收礎及全副虻撞

今アヵマッ'，スギ、ヒノキを夫盈地位上、中。下に幾体したものとして

收礎表を利用すれば表1のようになる， ‐

表1 ‐收撞表による材積及標準木 <ha職り ・蝋位石に改算）

番號|地位|輪伐期

郡上｜ 霊。2

ギ｜ Ⅲ“3

樹種 ’ I 胸高直塵|樹高|本数｜材戟
翁’ 30,＊｜ ］’8鼠

尺

1．34

1 鑿 ，鰯
1．28 81

1．19 74

1.甥 112 389 3，521

1 篭 謡：
1．26 93

1．04 74

』30IM 567 1 2,915
1．17 76 631 2,457

0．87 59 954 1，7『6
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（註9本表收獲表中アカマツは長野新潟地方のもの･…･･林野局昭24年發行 ’
スギは秋田地方のもの･･･“‘･…･同上

ヒノキは ．．……････高知管林局昭22年發行

噛該收礎炎に於て夫燕材観生長最大の時期を漣過した乍数を以って各輪伐期と想定した､叉伐操時に於ける標準木の探制
を表2のように考えた。
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表2 標準木の採材
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】表3 標準木の材積計算
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これに表4の名古屋市場慨を用ひて金員收盤を算出すれば表5の糠になる

表4 各煙級長さの名古屋市場侭
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b. 造 林

造林費は表6のように想定して各年度毎の使用經費より夫主の輪伐期の後債を算出すれば表7となる。
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19(,米

塁
毎
》
陰

円０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
５
５
５
章
。
５
５
５
５
２

３
２
３
２
３
３
３
３
３

■
一

戸
ｌ
Ｌ

9(）で

51950円

、 10，000

、 5，600

r’0CO
1，050

12,950

3,500
3,500
4,200

240

180

} '1，，”
｡

} ‘，"。
12，950

ロマ
ユ

b

‐

1
計 ｡今

侭′・ 緒｜ 備
圭
電
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小松：國有林經管合理化（懸賞論文） ’

C. 作業關係

伐出關係及機械償挫年金其の他事項を示せば表8，表9，表10となる。

表8 生産功程

| 石徴単価｜備 考

……

｜賃I 金
一
円
．

“
“
“
却
郵

1人1日功程
一一

20石

10

40

40
夕

10

種 類

伐木造材

木寄集材

秋込稜卸

|窯菫：

’

’
表9 機械償遡

｜備 考－－｜

':基墨圃蝋亨’
･".,.Op720.0p,

7.= 1.0P'D-1
p=3%とす

|石儀箪債
一

年間輸逢量償却年金’
166,160円

187,686 1
f

32，775

種類｜憤協｜員数｜償却“｜

Pil
1、ラック

機鶴車

大卜ﾛ(鐡）

豆トロ(木）

ヘ
マ

‘…｜
}"､” ’’

59円

、

16

I

表10 ．其の他参考事項
色一一一一

・／，′繊繊量’0石｜ ユ回準"‘‘噸
機關車10．車100石 〃 25粁

軌這新設經費 17泌営り 3,000円

自動車道新設經費 〃 2,500円

修 繕 ．識 〃 120円

森林鐡道1機淵車年間輪詮迩 25粁

〃 12～16粁

〃 4～6粁

トシツグ年間輪窪量 I 40粁
〃

｜〃

１
１

粁
粁

０
６
ゞ

１
』

回３
〃

2回〃 28粁

〃12～16粁

W艫彬菖共

7月×20日×100石

〃
心

〃

毎

〃 ×20

〃

〃

14,000石

28,000
42,000

2，＆00

5，600・

8，400‐
（
】

’

1

生産石當り単偵を小出及運材共夫盈'”程､2回功程､3回功径として弊出すれば表'1となる

表11 生産功程‘石鴬り蝿償． ． ■

’一
一証一一、 類｜1回功羅| 2回功僅'3回功鶴’ 考

’

Ｉ

‐

円
３
８
８
８
９
０
６

２
４
１
》
２
６
２
４

－

１
円
３
８
８
７
９
０
６

２
ｊ
４
１
３
６
３
４

’ 円
３
８
８
５
９
０
６

２
４
１
息
６
６
４

’’ 1人1E2J日賃金460円石當23円

1人1日10石賃金489囚石犠48円

4人20石4回､償金360×4-学80=18円
距離を300200100"z.300|'"を2滴宛5回.霞金550円聡金55円

名古屋誉林局の例で年盈30粁鯛質3,000伐探鉦130蔑石

“雁倒賞遡年金166.160÷7×20×20-60円

延長500k"2""120円伐採量130蔑石

伐 ・木造材

木寄集材

積込積卸検知其他・

木馬蓮搬

林道建設識

機械倣還喪

林遁修繕識 ’、

一（4）一
。



小松： 國有林經誉合理化〈懸賞論文）
一－－

’
'1燃 料一蟹

自動車運縛助手

管 理‐ 費

合 計～

’
1 ］回咳罹往復木炭6俵×猫0＝900移識量20石

月20×2〔頭月收9,000×2＝18,000円

図有林25年伐採量4L,324,767石
24年人f湾務費3,22],488,892円とす

本表はトラック輸邊として算出した

５
５
８

４
．
４
７

３
３
８

２
２
７

←
卸

５
５
８

１
１
７

|

’
■
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ －1’’

1
487 1 395 、

表11と表3よりアカマツ、スギ、 ヒノ．キの生産慨格h孔噛りを算出すれば表12となる

表12 生産償絡 （]'孔常り）

’
１
２
３

號番

’

一

．
ツ

種

マカ

樹
一
ア

’ 輪伐期｜ ］回功凝｜ 2回功程｜

「灘割
70年

80

100

1 ﾙ雛鴬！
70

80

90

90 1,174,644 952,740
100 1 . 660,372 535,620

]'0 ’ 5認,232 “8,720 1

’
1

備 考3回功程

円

494,280

449,280
378金720｜・

｜｢－‐
－－ 一

４
，
５
６

9651880

678,960

482,040

鰯r－

一
《
『

ス

－－

Ｃ
ｌ
上
■
６
Ｆ
‐
■
１
日
Ⅱ
，
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
０
，
１
Ｊ
■
■
■
０
■
■
■
区
■
■
■
■

７
８
９

ｂ
８
ｌ
０
１
Ⅱ
Ｉ
■
■
■
Ｉ
Ⅱ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ｉ
■

ﾉ キ上

|－ I

仏土木關係

森林鐵道の建設費、営り3,000円自動車道の建設費をm"2,500円林道償遡年数を20年として償却年金を

算出し、更に新設延長と搬掛功程との差異を考慮して、石懲り償却単金を算出すれば表13となる
働

表13の1 林道建設識の償却年金 一

①

動 車 道森 。 林 眉鐡 道

嬢
馳
２
４
６
８
０
２
４
６
８
０
２
４
６
８
０
５
０

’
１
１
１
．
１
１
２
２
２
唇
２
３
３
４

－

償却年金|'回功程|2回功程'3回功穣'4回功程I'回功程'2回功程' 3回功穫｜

’
瞳l笙竺’

403,294
806,587

1,209,881
1,613,174
2,016,467’
2,419,761
2,823,055
3,226,348

3j629,6"2

4,0329936
4,436,229

4839,523
5，典2,817

5,646,110
6,049,403
7,0571637

8,065,871

’
4回功羅

4．80

9．60

14．40

19．20

24．00

28．80

36.60

38．41

43．21

48．01

52．2S

57．61

62．08

67．21

72．02

84.02

95.02

２
４
６
８
０
２
４
６
８
０

１
２
３
４
６
７
８
９
０
２

１
１

６
廻
鵡
型
釦
調
妃
鎚
誕
釦

、

338,078

672,156

1,008,234

24

48

72

96

120.

144

168

192

216

240

４
８
２
６
０
４
８
２
６
０

１
１
２
２
２
３
３
４

24．80 14．40

57．62 28.81

83．42 43．21

115．22 57.61

144.02 73.01

172．84 86.42

201.64 100.82

230.46 115.23

259.26 129.63

238.06 144．03

316ざ88 158.44

345.68 1 172.84
3Z0.48 187.24

403.30 201.65

432.10 216.05

504.12 252.06.

576.14 288．07

7．20

14.40

21.61

28.81

36．01

43．21

50.型．

57．61

64:81

72．02

”､22

86.42

93.62

100.82

108.03

126.03

144.03

1,3鍵312

1,680,390
2,016,468

2,35?,546
2,68端24
3,024,702

3,360,780

｜

｜

I

《
一

312 1 156 1 78 1 524,369.014

’
年間繍邊量

20年の伐採量
面 猿

14秒000

28蔑石
230町

年間輸邊量

20年の伐採量
面 積

14,000
28萬石

230町

28,000
56蔑石
460町

56,000
112萬石
920町

叩
石
町

姻
嬉
卸

８
６
〃

１
１

28,000

56萬石
460町

０
石

、
幽
町

ｐ
２
０

《
、
１
２

５
１
９

84,060

168蔑荊
1380町

一〔5）－



小松自國有林經瞥合理化（懸賞論文）

＝表13の2 林道修繕識
一
回

一

一
４

－

訂
‐

回
一

一
功３2回功程

’'回功程’距離｜修繕
2

4

6

8

10

費〈単位千円》I １
１
１

2．864．298．5717．10240 上

5．718．5717‘1434．30480
8．5712．8625.7151.40720

11．4334．29 17．1468.60960
～

1,200 14．2942．86 21．4285．70

17．1425．7151.43102.90

・
簿

２
４
６
８
０
２
４
６
８
０
２
４
６
８
０

１
１
１
１
２
２
２
２
｜
ワ
』
３
３
３
３
３
４

1,“0
20.2430．3660.71121.401,700
23．1034.6469.29138.60

蝉
積

○

曇

柳
郡
割
御
郷
迦
鋤
御
抑
岬
御
卿
御
《
錘
’

１
２
２
２
２
３
３
３
３
４
４
４
４
斡
啼
面

●
２

11

26．1939．2978.57157.10

29.054〕.5787.14174.30

31.9047.8695.71、191．40

34.7652．14104.29208．60

一
言

37.6256．43112．86225.70

40.4860.71121.43242.90

43．33130.00 65‘00260.00
46.4369.64139"29278.60

巴

49．29147.86 73．9370295.70

312．90

330.00

347.10

14,000石

280加妬

230町

52.1478．21156.43

55．0082.50165.()0

57.8686.79173．57
戸

"WW
←

｢ 28,000
560,㈹0

460
－一－〆､-－

I

備考
｣ ’

}に糊蹴量及年間輸詮量は即ち林道修繍費は年盈使用されるものとして年間職邊蛍にて除し石當蝋臘を蝉出した、本表算H

表10.を使用した。
－

e・森林純收撞の計算‘

金員收挫(表5）より継林費篠隠〔表7)及生産償格(表12）を撞除して純收益を夫為算出すれば表14とたる。
表14 収益計算表 一

）

’
’

一
瀧
師
釦
鋤
一
“
錨
鎚
．
一
鋤
“
油
布
弛
髄

一
吋
》
４
０
７
７
０
６
６

－
功
率
岬
》

回
－
５
Ｂ
１－

－
３

訂
鋼
謝
鷺
蝉
－

１
１

｜
程
駆
沁
弱

蝿
唖
嘩
壌
趣
》
・
’

一
笏
鐵
心
忍

一
蝿
秘
哩

一
恥
羅
函

回Fm~ml Ⅲ回功篇!1

｜_蕊l
_k

l 雫

’
1

|篭 ､｡:縦
| 下 -58＄

ゞ蕊1､鷲

’

一

輪“!リ

利
ト

ー
ｉ

職
１
２
３

Ｉ
Ｉ

種
シマ

樹
ヵ

｜

ア
ジ
ス

2I

’ 70

100

101

8ヒ ノ キ

9 1
－L‐ －－

k ( )は天然生木曾ヒノキの債絡又ヒノキの地位下に於てアカマヅに比し表1の様lこ生長批大なるにも拘
らず非常に赤字の大なるは收漉表の本數過大の結果1本鴬り侭糒の過小評債に蹄因するものであらう。

一

三

回

一（6）．－



I

小訟：國有林經誉合理化（懸賞論文）
一一

マ ー－

3． 合理化についての考察

a經螢關係 ‘

（1）遼林樹種選定について

土鰯及氣象條件等の立地條件帥杉地位によって異な遥事は勿論である力地利級の差等の影響”毒慮すべきである。

表14聖りすれば地位FFに於ては林業經瞥よりアカマツ、ヒノキ(伐期繍皇均生長戯11a常りは表1より夫をi3､端、
16.1万〉の職林は一臆採算がとれないという事にたる。

然し既設林道のある場合は林道建設費石懲り69円を見てあるから

記の節約が出來るとす為夫舞_！

~丁蕃~珂雨呵燕露綱約額０
口
■
▲
１
■
１
日
■
■
Ⅱ
１
０
０
１

樹 種 術 考
合の更新

或は糊伏

保育饗の

の麹氷撰

儀に蹴る

叉アカマツの地紘下の場

法としては、保残木(1錐

天然下種更新によれば、

み学ごすむ事になるのでこ

の節約を見込めば、次の

２
３
８
９

●
９
０
０
凸
？
８
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ⅱ
０
８
８
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｊ
■
６
口

ッ
、
キ

マ

ノ

1

1

86,112

1，052×69=72,598

93,564

1,］36×69＝78,384

中
下
一
中
下

アカ

《
－
２

’
－－－

今既設林道の存在する所でアカ

マツは、天然更新(上記のよう燕）

をしたと假定して表14よりア

ヵマツ、ヒノキの地位中、下の場

合のh泓常調ﾎ純收入を算出すれ

ば

， ・＝一一一一 一一●－－

輪且期｜謎墾堕堕Q"'| 備
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｌ
い
Ⅱ
０
■
。
□
。

考

"9,713” 」表7”
J254,959

460,484

70年

80

面0
－－－

| 樹種 ｜番脇|地位’
2 中 ｜

アカマツ 3 下 l

i－一雨T扉可“ ′ 箒l ' l 下 I

｜2回功程 ’ 3回功瀧
一一一一一

599,741 643,421
311,713 348，533

－－

226,面9 273,639
-517,044 －4両,284

’ 1回功職輪伐期
●

80

100

100

110

485,005

214,929

101,427

-621,556 ’
と癒り、アカマツはヒノキより有利であるということになる。

又郎識氷這のある所で地位下の場合アカマツの天然更新可能であるとすれば、スギとアガマツを比較してもアカマツの方

が有利であるという結論になる。

叉ヒノキ天然林の峰筋附近の更新については保残木更新或は辮縦澤伐作業による天然更新(掻超等の補助作業を加えて）

の可能な個所はあるように考えられるので今後"暁しなければならない。

備表1に用ひたヒノキの收謹表は本数過大と標準木材積の過小の結果表14の様なことになり現漬には地位3等でと

の様な赤字になるとは考えられないからか様な識に注意を要する｡‐

（2）諸表の効果

表14.の收益表及び表11の生産費及表7の鐙林致の後侭計算を巧に利用す;'lぱ地位、j瞬ﾘより見た現溌林の磯林

樹種選定上の一つの重要な指針が得られる結果となる。
〃

（3）ぶな林について

ぶな林の遥成の鶏讃とその側直について考察してみるならばj鰄表と經験から輪伐期70年胸高直穫8寸7分本数350*

で、中央樫?寸7分長さ19尺及4寸4分×13尺を採獄出来るとすればその躍木*職は夫荏0.8848＋0.2517=]滴11ぞ7林

分材積390石となり，利用材職0.8848×350=312XEi0.2517×350=88石計400石となり．債絡は(312×850円+88×500円1

＝309,200円

皇壁饗＝400×487＝194,800円

《
一

一

－（‘7）－
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小松：國有林經瞥合理化（懸賞論文）

遥林費下刈3回 21人 7b350円…"･資施年2年目令後償54,665円

其他手入1回 10人 3,500円 〃 6年目今〃 23,210円

p ″ ， 計 77,875円

收溢11a.鴬り 309,200-(77,875+194bS00)=38.5251円とい占職果になりぶな林の伐採跡地でトラック1回功程-菌而も

表14の3等の所にスギ、ヒノキを鋤ﾎした場合と比鮫すれば20年の樹麗は55,968円十α,40年の徴剛泌120,165＋αと

なり、ぶなの方が有利な結果となる事は識明される､即ちぶなの天然林の伐採跡地で誕謬林道がある場合而も杉桧が地憧F
の生長が可能であるとしてもか様な虚に於てはぶなの更新を巧に更新する様に工夫すべきであるということになる。

b. 事業關係

（1）1．ラック蓮材･について

民間のトラックを利用して1日1回功麗を蓮材.すれば、1日''3j500圓錨欣量20石で石臘単金175圓となる。

然しこれを官行でやれば表11のように燃料費及自迩錘縛手手當識償識込積卸石當り45+45＋60+11=161円と

なる。 ‘

即ち石常14円の生鍵費節約となり年間トラック1台について2,800×14=39,200円の繩識;生ずる事になる。

叉溌在織鍔所管の'､ラックを局直轄として夏期は藤雲地方の輔縫に重職をおき冬期間無騨世方の輸逢に重黙をおいで伐

出事業を季節的に計霊しトラックの配羅を合理的にして湧鋤日数を10日×20＝200日搬出功程1回と想定すれば年臘艤邊

鋤4,000石となり機狹償遥識は石當り約42円と遊り綱司石犠り18円の節約となる。

即ち14+18=32円の櫛約となり4,000×32=128,000円の利益となり、鰄修繕灘嚥5萬円としても78:000円の利益

となる。

この綴に局に於て各綾林署の事業資行の進行討議を樹立してトラックの配置とその活用法を合幽勺にするならば國有林全

臘で伐採壁の1Aをトラック輪鮭するものとして計辨-れば1000蔑石×18,000÷4jOO0=195,000,000円の撒鯏釜力鵯られ

る事になる。

叉トラック搬髄旨力より伐採量100蔑石に對して25萬石を1､ラック輪塗するとしてその所要台数を算出するに稼剛日数

10×20年間輸遥量4,000石とすれば約62台となる。

トラック1台について擬出資任量年間4,000石として優秀なものの表彰制を採用すれI溺層率は大いに漸進;-るであらう。

（2）森林鐵道について
ぬ

今搬樋距離26粁を1日1回輪塗り電るとして石営り輪遥箪金を計猟すれぼ次の様になる。

但し年間輸謹蛍60,000万蓄積120蔑石面積1,000町歩

《
）

、

１

1、 ラ

|洞鴬，舟
53

1． ：：
30

24

種 類

林道建宇殻

同上修繕擬

機械償還

稜込穣卸穣知

燃．料裁

運輔手助手

ツ ク 《2回功鶴）森 林 鐵 這
門

石欝り．88 5,242,817÷60,000
53

16 表9より

18 表11より

9 6俵×150冬100

30 6×10,000-2,000

毒
Ｆ4,369,014-号,60，000

3,160,000+60,000

z1rより

〃

8×150÷40 ．｜
‐

月20×20石×2月手溌19,20叫
228円’ 214円 ’ ’

1

計
且ﾄ

～

即ち_h記の繍深となり森ﾎ{錨菖は14円献納出来る事になる。

年間60,000×14＝840,000円の謹鏑が出来ることとなる、但し機賊修総擬は見込んでい蕨い。

叉無機地方に於て謝勅日数11×20年間輸遥量22,000石となり､犠識償溌費は扇當り約10円となり6籍円の節減が可能と

なり蜂間132,000円の利益という事瞳なる。

護弗i鱗萱の新設及び職邊は極めて慨重でなければならず’つの機關車がその年間稼働日数の向上に注意し，つの事業所の

伐採愚5蔑石で1日1回功程の場合少くとも椴關車3台で運搬能率の向上に努力しないならば自遡鮮範職よりも却って損失

となる事を注意しなければならない。

－〈8）一
句

’
〆
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4．結 論

a. 經螢關係

本諦こ使用した收獲表ば全く完壁なものでなく従って期待林分の比較数値として過信する事は出來ない、特に表14のよ

うに桧の大きな赤字結果は数字的に疑問がある。

然しその数字の差こそあってもｱｶﾏﾂ･ﾋﾉｷを地位下に鋤した場合赤字になる事は正しい緒論であると信ずる而し
て現役の造林地を見てこのような成長を示している林は極めて少い事も亦明らかである。か穰な事より收溢淵蝶の結果は鎧

林の漉地に極めて参考になると信ずる。

私は造林の合理化こそ林業經瞥の根幹であることを痛感し先程の考察より造林技術の對策として次のように提唱するもの
一

である。

（1）先ず麹洲地の撫育計識を樹て新値事業より優先的に老職すること 曇

（2）新値を蛮地になさんとするときは附近の鎧林地の成長状態を調査し放獲表と比較して滿足出来るような所に麹*し

叉土騒調査を行ひ少くとも樹種の選定或は品種の選定に最善の努力をなし最大の成果を期待ずるようにすること

（3）アカマツの保残木作業即ち』アカマツの天然林を伐採する時はha懲り約15~16本の有用母樹を残存口亨刈の程度

を技術的に考慮すること

（4）所認礎地の森林の造成は努めて天然力を利用して天然更新することが望ましい、この場合下刈掻超掃除伐等蔓鰯睡

必要な最小限の補助作業を行って成林に努力せればならない

現在等閑覗されているぶな林は適切な手入によって成林し得る所は相當あると思う、力犠な所はぶな林の遥成に浦足し

て差支えない

叉ヒノキ天然林の跡地更新につい筵も峰筋あ残積土地帯に適當な母樹を残存し人.輔助作業を工夫するならば必ず成功

すると信ず透

（5）篭林木としては杉に重黙をお＃、氣象土壌其の他條件から困難なりと思料せられる時はその他の樹種を老嵐し先ず

地栄のよい便利な所から遥林を寸一る事が肝要である

（6）前節の考察によれば林業經綴上搬出功程の差よりも地紘の如何が森林純收擢に大きく影謝することが表14より明

らかである｡換言すれば成長量の大なる事は絶對に必要であるが各樹種の林齢泌世位に相礁の適正本数にな為よう林を

育成する事によって純收入に大きな差等を生ずる織果とな為事に注意を要する

即ち表1ではヒノキはアカマツに比して成長堂大なるに拘らず純收入は表14のようになって居る

（7）1描當】1札懲り2千永値の避林を0.511a宛溌行させ適切な下刈撫育を責任を持って讃行させ10年間その結果を

報告させること．

（8）麹1地の輪伐期は繊來得遥丈早める方が有利のようである

b・ 事業關係

<1＞木材輪邊は總て官行でやること、そして'･ラック1台の年間輪邊買価量を決めて蜜施させるようにすること

（2）機蝿車はその稼働日数年間140日職溌堂14,000石として機械償還費を計算すれば1日鴬り1,574円外に蓮縛制

動手給約2,000円計3,574円の損失になる事を銘記し、豫働日数の向上に努力じなければならない

（3）事業資行には年中むらなく事業を進行するようにし固定努務者の雇蹄を適正にし先に述ぺたようにトラックの機動
性を充分發揮し得るよう綜合的に計謹を樹立することは亦緊要である

C. 其の他一般

現在の嫌な經濟備勢下Iこ於ては造林或は其の他林業の全般を通じた林業練醤は100年の將来を考えて厳密に云えば收麦償
う所謂再生産の可能な條件腫總臘的にみて國有林の林地そのものにもう姪は經濟状態そのものにも絶對的に附與せられてい

たい状態にある、而るにこの將來の赤字を押切っても證林は勿論その他公共事業をも併行的に礎施しつLあるがか様な事は
國有以外の如何食る形に於ても絶對に芯L得ないと信ずる、即ち絶對的に赤字挺なるような林地にも他の經濟林地よりのプ
ラス宿補うことによって森林の造成を擴充せんとしている事鐵よりしても明らかである、叉國民禰it的或は國士保淡的事莱
をも敢えて磯極的に資行している。

國有林民醤論を稲える人もあるようであるがそのような人達は以上の解説によっても寧ろ國有林によりよき經濟林地を多
逓に提供し虞に經濟的に均勢のとれた識I;を國有林經醤に移した方が國民にとつセも亦森林そのものにとっても有読薩事に
なると理解されるであろう。以上大鍵雑然として控だ取とめのないものになったがこれで柵筆する。（維）

備考一木諭中の複利計算及び償却年金の算定には北大教授中島I愈推の林償算法及び森紳較利肇の附表を参考にした。
、

‐ 、

一（9）一一 。

《
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ニーーー林木形質成長の計量法一I
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’に關する提案1

1

．

＝村田文之 助
－－ r~＝巴、ｰ令幸垂立つ一 ー』吾 口、ージ ● 戸一一.ロー乏一 一

サ ユ

I1. b. c.･ (1. d' を私は林木の形礎諸項という言葉で表

現したい。

dノ

，‘=丁駕100 n=÷蕊100
、

3．林木形質撞とその種類．

聯の長さと幹の太ざとを淵關させて、何等かの撒字をつ

かむことができれば、形質を鍵字で表垂ｻｰることができや

しまいかと思い、私は試拳にP"をpsで割って見た。これ

をqとする。

b

~IT-x100 bd

，一帯-手交耐“’
＝二一

1．前 言

林求の成長に脇し､材職成長のことばかりでなき、形質

成長をも大に考えねばなら城､、とはよく唱えられるとこ

ろである。材縦成長につV､ては鉦に測樹學の激ゆるところ

であるが、形斑成長を如何様に計避すべきや？に脇しては

未だきめられた方式がない様に私には思はれる。

、そこでもし、形質成長について、何か数字を以って、こ

れを表現L得る方法がきめられるならば、今後林木形質の

ことを研究する上に非常に利益するであろうと考える。

形賛成長を如何綴に計量するかについて、林木の償淵成

長率は、材獄成長率と形質成長率と騰貴成長率との和に等

しい，ということから、かつて私は賓際に数字をあてはめ‘

て､潅賀成長率を求めて見たことがある。と_ころがその結

果は、金銭關係力詐術に關係するもので、鐡隊上の見地か

らは思はしく,なかった罰それで私は、金銭問題にふれない

で．何とかうまい案が浮ばないものか、と思いつづけてい

た。

ふとしたことから、急に恩､､付き力瀞んで来､て､考がそ

れからそれえと走つ．て行って、數をいぢくっているうち健

へ
翅

ここで私催、bd=m, ｣hdf=nとおいて見た。

すると、mは〆－1､ル(m)を躍怖とする枝下高の数値

と、センbチメートル"m)を単侭.とする胸高直蕊の劉瞳と

の糊乘積’1はﾒ:言トル(m)を鎌紘とする樹高の数値と、

センチメートル《cm)を蕊位とする對照直運の数値との棚

乘椴であると考えることができるであろう｡

そうすると次の様にL,うことができるであろう○

目安をつかみ得たつもりになつだ。 、

ここに私の案を申し上げて諸賢の御高麗に供し、御批判

を仰ぎたいと恩ふ°

2．形質計量上の約束

私はここで次の檬に約束じておき鐘たい･

樹高(1') 幹の全長

枝下高(b)< .幹の枝下部分の長さ ～

・冠高（心） 樹冠墹聯分の長さ

胸高直狸(d) 地上1.2m即ち胸満黙の直裡

對照直蕊(d') 地上3.0m即ち對照黙の直鶴

幹の完浦率(Ps)對照直径の胸高直径に對する百分率

′枝下高率ゞ(pb)枝下商の樹高に對する百分率

ここで地上3.0mの部紘を對照職としたことは、一つの

方便である。

mと、とは、メートル(m)及びセンチメー1､”(cml

以外の新なる単位の尺度で計量超Fられたところの、新なる

或る量の欺値である。ここのところが私の蓋想である。

この新なる蝋位を，假りに〃_ヌートルセンチ〃と私は名

付けて見た。そしてそれの記號とし､f"mc〃をI脳るこ
一

ととしたい。新なる錘を、”林木形質鐙〃と稲することに
ダ

約束したい。

そこで私の約束に從って、以上のことをいい直すと、次

の様にいえるであろう6

mも期も、それはメートルセンチ(mc)な患単位で計量

せられたところの林木形質戯（略して形質量）である。郡

も ノ

1(mの=1(m)x1(cm)
多

m(mc)=b(m)×d(cm)

n(mc)=1'(my×d/(cm)

誤解を防ぐ．ために、私の考をもつと申し述べたい。

~7普通に数学上の計蝉では

ヘ
ヨ

一一 ●一ーー－

(筆者）熊木瞥林局計識課 一

－（10〕一一

-君
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村田：林木形質成長の計量渋 ←

一

例表1

1(m)×1(cm>=1…方(m)=IT)
叉は1(mx1(cm)=100/cm)×1(cm)=100(cmi')

ヘ

である。ところが私はこれを次の様にするのであ場。

1(m)×1(cm)=1(mの ‐

そこで次のことがいえるであろう。

鶚臓或る種の形質赴(m=bd) と､他の種の形“
(n=hd') との比である。

このことは私の考を述べ進める上に獺要なことであるか

ら、くどくなるけれども疫際の数字を用いても亀と例示し

たい。

今例えば、d=12cm, dl=1]cm,h=9.3m,b=4.0m,
の林木があづたとする。すると前の約束に從えば

m=4.0(m)×12(cm)=48.0(mc)一

･ n=9.3(m)×11(cm)=102.3(mc)

一一
一

６
９
日
。
■
Ｉ
Ｅ
Ｉ
■
ｆ
０
Ｈ
０
Ｕ
■
■
９
９
Ⅱ
Ｏ
Ｇ

一
癖
一
噸
”
一

３
ｍ

’

一
Ｍ
唖
岬
討

ｃｌＩ
１
１
１
１

｜
皿
一
間

Ｉ

笹
催
い

ｏ
ｌ
Ｒ
Ⅱ
１ “、 l

d l
l2

12

16

、］

h l h

｜
諏
諏
輻

8

10

8

制糠は立木幹材職表から求めた。1號は樹高も枝下高も

抵いもので、2銭よりもhd. bd共に小である。

太いのは形質的に〃より良い〃わけであるが、3號は太

さの劉合に低いもので、h《Iは2號とにたりよったりであ

る。Mだけを見ては2號をよしとするか、3識をよしとす

るかはきめ測胤､。

．枝下高の高いのは形質的には〃より良い〃わけである。

2號を見るとbdが大で〃より良い〃ということになる

が、これだけでは､太さのよさが關係しない。これは不滿
足なことである。

つまり一種類の形質鐘を見るだすでは､林木形質の良否

は判定できない。

そこで私朧q=番の値について考を進めて兇たQpf'の
値として、お互は100を期織-ることほできない。何とな

ればI)んが100に近いことは冠高がいよいよ小となること

で、これには撒水の生活を脅か．；-ことのない、或る限界の

大さ力轤求されお。つまりPシには詐謝段犬限界がある。

がこの限界以下であれば、I》bの値は〃より天で〃あるこ

とが望ましい。これは枝下高の高いものは、低いものより

号”より良い〃とする通念による。

I)sの値として､お互は100に錘いことを鰻んでいる。即

ち常に〃より大〃であること力蕊ましい。これはうらご

けでな､fものを〃より良い〃とする通念によぁ。

そうするとqの値は、〃小数〃であって、しかも〃より

大〃であること力哩ましいわけになる。例えばqの値が

0．59と0．68のとき、お互は0．68の方を〃よ"⑳良い〃

とするのであお･

ここで私はこのqを假りに〃假定形質比〃と名付けたい

5．假定形質比の吟味 、

以上の牒に述ぺて来ると、qで林調診侭の良否が表現さ
〃

れる様に見えるが,蜜はこれだけでは不瀧足である。

林木の樹高と直座は年と共に成長する。この鍵化は年齢

に正比例的看ある。遜歓的である。人はこれに對して俸止

せし珍ることも、著しく促進せしめることも、容易ではな

い。どころが枝下高の鍵化は年齢に正比例的ではない。錨

鎖的である。人は枝打をやるならば、直ちに如何なる高さ

６４
◆

０一
一一

吟

０●８４
一
一

ｍ
一
，

一

一

Ｗ
一
廊

さて以上申し述べたことから考を押しひろめて、一般に

幹の或る臘間の長さの期直と､瀞の或る部位の直浬の鯛直
との粗乘髄を以って、形質量とするということができるで

あろう、そうすると、形質量として、ここで考えられるも

のは、bd,hil'のほかにもある。これ等を列記して見ると

次の鎌である。

(1) I)(1形挺瞳，枝下高(b)×胸高直煙<d)

､2) 1'dﾉ形質塾樹商(h)×對照直經(d!)

(3) bd'形賛滋｡枝下鄙b)×對照直煙<d')
<4) 11d形質通。樹高(h)×胸高直偲(d)

(5) od形質戯。冠高〈C)×胸高直座(d)

(6) cdﾉ形質遥冠高(c)×對照直座(d/)

今林木形質量の尺度を、一般的なかたちで表はせば
A=HD

とすることができる。ここでA"(mc)なる単位で計逓せ

られるところの或る種叩診質量の劉直､Hは(m)を箪紘と
して計量せられるところ、幹の或る駁間の長さの劉直、D
は(cm)を単位としきて計鎚せられる所の幹の或る部位の直

裡の鋤fiである。

以上のことは、林學界において未だ唱えられていない計
＄

鐙の尺度を，新に設けることである。このことは私として

誠に無迩慮な甚だ獅善的な企である。

然しながら私は、この様に思索したことによって､後述
する様に形質の計量が種きる、と思うて居る次第である。

4．假定形質比

《
一

今例えばスギ3本について形磁識頁を調ぺ､､hd:bd.及
び材穣を求めたところが、例表1の様であった。

の

-fll) -
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村田：林木形硬成長の計澄法

までも、.高めることができる。

今例えば或る年次のqを求めておく、それをQIとする。

次に何年かたった後のqを求めてq普を得たとする、このと

きbは鋤こしないものとする。
p》 皿

･ q=~Tr=･而において､分母は常に劉剛大する。
が分子はb力鍵化しない限り、大し属て端大しない。從って

この場合に､その林木は成長することで形質はよくなって

行くのに、q2<qlということになる。

お互の通念は、太く高い林木は、細く低いものよりも、

〃より良い〃としている。すると今述べて来たqの値から

の形質劉定は､q響が”より小〃となるので〃より劣る〃と

いはねばならなくなる。これは邇念と糊反することにな

るo

このことはqの値からだけの形質獅定は不測足であり、

不充分である老いはねばならない． 0

6．誘導形質値

私ほqの値だけでの、形質判定上の不滿足不充分と、是

正する方法を考えねぱならたくなった。

林木の形質として､林木は太く長いものを､〃より良い〃

とする通念と、林木朧枝下高の高いものを〃より良い〃と

する通念とを、から悪合せて形質を計歎う-る方法はないか

と私は桑をねった。

或る種の形質鐘に、假定形質比を乗ずれば、詮れはやっ

ぱり一種の形質通であるoそこで私は前記6種の形質鐘に

qを夫舞乘じて見た劇ち

《1) h'lxq=]'(lx器=等 。
これではhが計算から省かれてし毒う。まづい。

(2) }ld/×剛=1'd'×器=b(l
これはb(1形質量そのもの看、意味がない。

(3) bd×9-\:F=』鶚婆
これは分子を非常に大とする陰cが關係して来ないこと

も具合が悪るい｡
... brI ' bMd

(4) bd'×q=bd"×－而=~~T-
これもcが關係していないので具合力悪るい。

(5) .-"Ix-f-\-半蕊÷
これはd2が弧く影響する。

(6) cd,×q=tdi溌器一半
これはdf力噌略されるけれども、ほか＠形質諸項が關

係している｡このことは好ましい鳶とである｡'”鋤礁黙
よりも高いならば､。'の値は篭然の結果として、dに比例

的に大となる。そうすると、[11のことはbで潜伏的に|淵係

していると考えられるであろう。

以上あ様に吟味して来て､私は（6）の式を以って林木

形質を計量し得ると思った。ここで私はこれをQ，として

？="'※鈴-￥
■ 生

を〃誘導形賀値〃と名付けて見た。Q'も形質量の一種で

あ燭｡が前記6種の形質筑とは少しくその内容力撰る｡考

の混飢を避けるために、形侭値なる言葉を用う.ることにし

た。

すると妄ういうことになる。誘鞠咳質値は“,形質量に
q電f乘とて求められる。そしてそれはm9な為単位を以っ

て言舩される。

後に述べる様に、これに資數をあてはめて見た。その締

果は私の思っていた様で､私はこれで林木の形質力鞭字で桑壷
表現されることを碓込た。 、 5－鞠

このQ'の式については、筒少し具合の悪るいところが

あお･それでこれを次に述べる嫌にし‘迄補修した。

7．補修形質値（軍に形質値）

今(Q'=-\L)において､(c=h-1))､(b=h-c)E"
石。(bxc)について、

(1) bヵ鞠欧大とな'､例えば',-t'､にたったとぎ

｡=:':

敵にb･-:h×:',毒器h2
(2) bが更に犬となって､b=;hに厳つたとき、

･-;!，

珊腱bc=毒×;'1-:',=&h' も
(3> b力種に火となって､！=:hに肱つたとき、

c=:h ･

敵にb.=:":h=令孵
以上例示の通り《bxc)の値は、枝下高蒟樹高の半分と

なった場合に最大となり、その後は再び小となる。このこ

とはbが高まるに從ってQ'の値は小となる。これはQ'の

値が”より大〃なれば〃より良い〃とする私の誘導理念

と、枝下高が〃より高〃ければ”より良い〃とする撞念と

から考えれば明に不都合である。

この不都合を私は次の様にして補修して見た。これはど

こまでも私の方便的なことである。

枝下高が樹高の半分以上に高まったときは、cの代りに
歩

一（12）－

～

|｝
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村田 ：林木形箪座暹－2－註鐙法
一一一

;脳 ！磯，に｡'とす為)を剛5るの“湯｡守為と間"リ
(3)の場合は

，‘=:'‘×;h-f'i｡
となる。こうすることで、b力塙まれぱ高まる秘bxのの

値は、漸次大となって行く。これで前述の不都合は取り除

かれた。そこで私はQ'の式を次の糠にかき直して、これ

を〃補修形質値〃と名付けたい。略して単に〃形磁値〃と

よびたい。

（”b≦‘の場合 Q=\-";…･(A)

,bc'41

(2) 1)>cの場合 Q==f……･…･･(B)

〔ここ遁｡!=:h)
賞際に林木の形質成長量をまず-るのは，この(A)式、

(B)式でやる。この式は、樹高､枝下高、胸高直径、を測

定すれば足りることで､甚だ震用的である賑じてい為。
種の資職では、私の期待していた邇りになった。

7，形質性による林木形礎成長量
査定の箕例

私はかつ江枝打の資験をやったことがある。その時の数

字を用いて、形質成長鯉査定の資例を次に示したい。例表
2の通り。

例表2林木形質成長過査定表

伊 一
割

Imc |年形質I皿
一
帯
巴
Ｉ
州
引
ｌ
側

一
齪
盛
駆

呵
一
叫
鯏5乳1
57．叫

% Imc
－－

番｜調
査

號時

1 エ

|I

時

CIn

|・'
0

■

｣PU_iLI"_
、 40 43．2 89．0

39 43.21 93.0

:: ::1重：

ld
エ 12

Ⅱ 12

〃

I I 12

Ⅱ 12

G

’
25.列６

６
３
３

－
２
２

ｃ
ｃ

３
３

5．3
ス
ギ

７
２

●

事

５
５

26今型

－

2

’

５
２

●
●７

８ 46.81
18．4

0

1
1

~

5.9
'0［83

59.01
1

19．1

0．71
103

6

Ｉ
Ｉ
－
Ｉ

－
２

１ヒ
ノ
キ 35，01 4．2

－一

帥
31．

34． ’3.311 110
’

（備考）

、1．調査時工は昭和8年2月、調観巖江は昭和9年3眉

2．成長指数はIを基数として求めたもの

これ憩見ると林木の形質成長量がQで表現されてk， 味して見なければはっきりしない。けれども今のとこ為私
る｡又一年間の成長量が舟i算で求められた。これを比較す ほこれで蛮用酌雁充分であり満足であると信じている。

るこ_とで、各林木の形質成長の良否力塑字から判織し得る 林木の形質成長量測定に開することは、今後大に研究が

ことになる， ． 進められるべき課題の一つである,と恩ひます。ここ-に甚だ

未熟なる思索ではあるが､敢て愚案を提案する次第であり
8．結 ぴ

ます。諸畏の餓しい制胱判によって．私の思索を進め得る

以上の提案は、全く私の漏善的な燭創#こもとづくことで ならば､誠に幸とするところでありますもよろしく鱒'願致
ある。私のねらいは高等鐵學の智識をかりることなく、 し蛍す。（昭和26.1.23）

《
一

渡用的に計批法が簡便であることである｡‘

私のこの提案は、正常なる生活形をなしている林木を對

象として考えたものである。

私の導き出したQの式溌果してその異常性が普遍的

であるかどうか、このことは甚だ多敷の蜜例睡ついて延吟

一一・・（

●
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■

■
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》
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羽幌地方の

天然林施業に就いて
今、

竹 花 巖

三浦 靜夫

マツは生菅ぜずトドマツのみにて然も中狸木（概ね胸高直

砿1尺内外）よりなくて海岸地帯の極一部にアカェゾマツ

を混交している丈である。 ・

脹葉樹には本道の主要樹種たるカツラ、アサ〆を銃き其

の他サハシバ、アヲタゴが生育せず、これに反しヒタヤシ

ヤプシ力穂隷也に鍵とする等の相異黙を見出ず。

氣候的にも下記の遡りにて比較的多潔温暖なる事になる

斯る才鐺の限られた瑚幌地方の天然林の施業に就L､て日

頃抱ける我等の卑見を發表し大方諸賢の御批判を乞ふもの

である。

－ 1． 緒 ・言

北海道に於ける天然林に就いては從來色為の角度から調

迩研究せらｵ'[殆ど雛す所ない状態であるが、天然林の本質

を掴む事は仲を至難の業にて．未だに其の施業に就いても

甲論乙駁にて混とんたる網兄であり、本道の最重要樹種で

ある:トドマツが陽樹か陰樹かについても未だにはつきbし
た鶇論力無い有稼である。

一口に北海道の森林は､北測《は､或は寒帯林侭とかと

論じ、鐸伐、漸伐、皆伐伽業とか叉箪木､群落的施業とか、

天然更新の障害は笹類であるとか粗腐植質もそうだと力深

てはポドゾールであるとか、全這を一色に話が付けられ且

そうゆう印象を與へるような論陳瀧るため、幸いそれに適

合する箇所なれば差菱、ない力轆ね郵琳とは逢ったちく′

はく'な理論が出来上る場合力穆くない。

そし筵其砂諭様の上に施業計識或ば指導方針が樹てられ

る故、現地の蛮行官は何時もと|勇信半疑で確たる信念なく、

淡樺的研究も成し得ず、歸納的經験も間来ずに、徒らに中

央指令に盲從して来たと云錨伏態力領けられてきた擁であ
る。

然るに本道天然林と錐も其の面積も淡く_且氣候、地質、

交通、文化あらゆる面が異る故1こ、樹種、林棚、地形．利

用度が千態蕊嫌にて、決して其の施業方針も一の理論､形

式主義を以ってしては到底全這的に通用さｵ1得可き筈がな

いo

日本海艇面した西溜岸地帯の森林も釜這的に見る時は、

一つの植物の自然分布腫戦をなし、一般的に北海道天然林

と雛せらる入森林と、柳か異なれる樹種､林相、植生迩鐵

の一凱紘を成して居ると思ふ，

此れは南部北海道のブナ、ヒパ地帯､太zF洋に面ﾗｰる東

海岸地籍のカシハ、ナラ、カツラ、の既葉樹地幣と共膵本

道中部高山"幣並に4鰯Iオホーツク海に面した森林と全然

趣を異にして居るのである。

節ら西浩岸特に刑幌地方の天然林の特徴としては、南部

東部と同溌温滞j鄙林であって、機種的にも針葉樹はエゾ

｜

寺
）

各地氣覗観測表

年降ﾇI<鑓
、】、1測候所

｡

｜
調
釧
旭

1,323.1

1,090.4

],080.0

2．既住の天然林の旋業
＝

臘地は往時交通極めて不伽の地であった故､魍然と良大

木を蝿果し漁業等に利用して来たが､昭和4年崎めて茄傑
案が編成せられても、やはり輪伐期120年循蕊期40年の

喬林澤伐竹業の一色に塗りつぶL，跡地は天然更新を行ふ

ということで､其虚には林地と林木との有機鐙的結合があ

って森林を生態n噸念より保謹撫育し急激なる林箱を破壊

する如きは根本的に森林の有機篭的生活を､錘する故天然

更新に依り混交異令林の篭成を目標とし林木の保護撫育等

_鎧林上の事項に重きを置き侭値多き木材を多鐙に生産する

ことを目的として將來收瑛の保鐵を確保せんとすると云ふ

立派な理論はあった如くも､‘要する虚原始的澤伐作業即ち立派な理論はあった如くも､‘要する虚原始的澤伐作業即ち

ー

優良大哩木の掠奪fi業に外ならないものであったに連ひな

いJ

其の後鐵這が殿設せられ、人文稜達したのと、昭和12年

絡餓前袴理した帝室林野局旭j雌局が開設せられるに及ん

で面目を一新し林學界不朽の名言である施業の順序は縢

〔14）－

－一一－

(筆者〉靭噂潅林署
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竹花・三浦：刑幌地方の天然林施業
青、更新、改良」との不滅の鐡則が確なせられ、之れが線

に浴ひ御料林雛誉100年計識の大綱が樹立せらる上と共に、

針蕊樹鴫殖簸即ち黙化促進策が現地に強力碓憧に識ぜられ

ろに到った。

此れは鐵地森林に新たに注入した一犬革新であって、森

林鐵道は敷設せられ､漸伐的取扱ひの撰伐作業法が創案採
附せられ、全這的にも森林施業上に一大エポックを釧した

ものであった⑨

今其の営時蝉しいプツトライドを浴びて林學界に蓋場し

た此の漸伐的爆伐作業法に就いて少しく申述べ、今後探月j

しようとする施業方針の説明に便ならしめたい。

其の徴嶬篤地方の林況を概雌次の通り大別して居った。
第一．－般鹿蕊樹林

・針葉樹の混合少く、-月針葉樹前生樹の存在も紗いが､將

來漸次袖値その他に依り針葉徽の墹殖を間る可きも地況、

林況、及び地利に鑑み急速腱針葉樹増硫を資施し得ない随
域が多い。

北向急斜地等多くは斯様な魔紫樹林であり、最も臓汎な

麗域を占めているが､是等に對し麗葉樹を主とする一般澤
伐を施行し漸次針葉樹の墹殖を企圏する，

第二、針廣混交林

主として中腹以上に存在し其の職域は極めて少い．

此を遠望すれば脹葉樹林中に黙宥、叉は群醗伏に針蕊

樹混合す為ように見え為が､霞礫は棚當に針蕊樹海あり、

叉針葉樹の更新樹も存在する。唯庇葉樹の樹高が犬であ

り．不鰯膠木が多く、枝張り力嬢い篇に是等の針葉樹各

裡級木を被覆し。其の生長を阻害して居るものが多い。

斯る林分は上木旗葉樹を伐除すれば自然的に針葉樹林に

推移し得ぺきものであるから、この趣旨を膿して針葉樹

の撫育を主とする一般澤伐を施行する。

第三、下木とじて針葉樹前生樹の多い廣葉樹林(漸伐歴）

上木は主として炭葉樹であるが針葉樹も多少混交す

る｡但し針紫樹は一般に慶紫緋冠下に有るからこれを

遼麗すれば純然庭る髄葉鋤*である。林内には下木とし

て淡葉閏の他に針葉臘前生樹が多数龍在し上木たる艇紫
樹冠暦に完全に被覆せられ生長を抑睡されるを以って紅

蓮かに上木の伐除を必要として居る。此の林分も上木籏

葉樹を伐除すれば前巻と同じく自然的に針葉樹林に誘導

し得可きものでおる｡津として南向發緬に多い力地形が
比較的綴乃至平鯉伏の箇所には諸所に見受けられる。

右の中第一は澤伐作業か適鴬であり、第二には針蕊樹

の撫育を主眼とする澤伐作業を行ひ、第三には漸伐的澤

伐作業を爲すを適當と認める。

右の第三の漸伐的林分を更に次の五つに分類し、其の各

各の施業法は下記の通りであった。〈※）

一

’ ｜ 施 法 ｜術林分型 林 相
一一一一 菱一一 考

’ 下木としては小浬木の
外に針諜誰撫醗力湘
営に存在する。

同じく針葉附稚苗も相
常に存在する。

主として針葉樹小座木が上木樹冠暦I

鵜識織瀞職藤｜に抑嬢菅ら椎漏る赫分之臓一“｜しかない。 －‐

職難蝿辮‘|灘撫騨
主と

鉦

A林分型

B林分型

季
－－－－
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皿
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一
を

難
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》
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跡
癖
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す
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と
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》
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潔
撒
播
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紬

罐
麗

調
稚

ど
ら繩

繍
峰

蝋
瀧

C林分型

１
１

D林分型

｜
針葉樹前生樹の發生少きも地況及上

霊灘灘騨
Eﾎ紛型

木の状態は前記の各林分型に類鮫3－

蕊擦，鱗離職尋
（註）幼樹…･･･樹高1｡2m以上 胸高直座12cm 稚樹．．…樹高0.3～1.2m 剰砿．．…樹高0．3m以下

別I聞漸伐腿林分型圏参照
号

（※)而して上木疎開に關する基本を次の如く定めて居た。 （ロ）利用期に達した大通木は大部分撰除す6
（1）上木の御簾は腿鰻樹を主とする事。 〈ハ1經級小なるものは伐除す。

《ｲ）不良蓄籏は第一義的に伐購． 〔=）中鰹木等にして將來有償木と成り得可きもの:､大
ーー<15）一
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航呈心泌畿油f水錨玲切

狸木の中で噌尚常分存侭する事に依り著しく憤絡生長 る稚樹叉は耐鰄を撫育の對照として前各號汐基準に依る

の期待し得ぺきものは残存せし混 事を得る事。

(21 金燥樹は次のものの伐採に止むる懇 上木残存に就いての基準として

（イ）残存側値なき形質不良木。 ､ 漸伐腿は上木伐採に依り容易に針紫樹林に誘導し得可き

（ア〕利用期を經過し此以上残存ぜしめる事に依り却つ であるが、同時纒將来澤伐林型造成を風標となすものであ
て形質綴値を減少する倶あるもの。 ． るから、後伐終了後に於ても相常数髄の上木(凡そ30乃

（ハ）次期の伐採迄残存する見込なきもの6 至50%>を残存せしむ可きである。唯現在の震葉樹上木．

（3）上木比較的疎開し下木は完全披露状態を脆しやN生 就中ナラは相鴬形質優良なるものもあるが､多くは其の生

長恢復の徴候の見受けらるる林分に於ては比較的急激な 長遅盈たるものであって、然も胸高直經30糎米前後のも

る上木疎開を輿ふる事｡ のが多い｡されば現在胸高直經30糎釆謹度の是等の髄喋
(4〕上木比較的欝閉し下木は癒披鴎伏態に在りて生長暹 樹を､40糎米程度の利用直醗迄生長せしめる爲には、今後

・暹たる林分健就ては緩除に上木を疎開する事。 尚5;60年叉は其以上の年数を要す可しと推定せらるるの

（5）下木として針蕊樹小浬木乃至幼|鋤が被雛せられ、且 であって、現在の康紫樹上木のみを考慮して、此総長年月

是等の比較的大形前生樹の樹勢が衰弱して居ると認む可 ，を經過せしむる事は現存する針蕊樹前生樹の生長勢を消滅
き林分は弱度に除盈に疎開する蕊但し止砲淋分にして せしめ、金喋樹職殖を遅延せしめる事となり融絞利上不利

針葉樹稚樹叉は乳脳を上晦的多数含む場合は、斯の如き なりと認められるから針葉樹前生樹の撫育、生長促進の篇
前生小径木叉は幼樹を撫育の主目的とせず、其の下にあ には廣葉上木を完全利用期到達前にｲ燭采1Fると云ふ或程度

一一K16)-
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ユ
の犠牲を排ぷ事は餘儀ない事と思はれる魯

此を要-ﾘｰれぱ、上木残存に就いては前記〔1､（2）の様

に將來有償木となり得可き中煙木を存溌する事に依り、今

後著しく偵絡生長を期待し得可き大無水は可及的残存上木

として選定して針葉樹の生長促進と併行してナラを主とす

る是等有侭慶葉樹の保育を企圏する事力覗雲である。

・ 遥林も上木疎開と同時に或る程度の柿植及下種地推の更

新補助及下木密生箇所に對する下刈、除伐､枝卸し等の撫

育補助を施行する必要があり、效果を總合的に排列して見

れば除伐､下種地栫､補植の順序であるとして居った事は

誠に先妥の金言であった。

右の如く全這的に澤伐作業一黙張りであった其の常時と

して戯一大躍進遁あり、其の成果は各方面から期待せられ

一た。

3．今後の施業方針

抑鳧木道の森林施業は、原始的撰伐ｲﾉI錐で始められたわ

けであるが．その後大正の末期より憧讃林思想に風艤せら
＝

れ樫{鋤諜力端行したが､偶埼從來の本遁施業に似通って
居ったため、幸ひ之に便乗して鰯伐作業と塗り換へてしま

った。其の後盟木的施業と力群落的撰伐とか樹冠群を蝋位

とするとか､叉之をツルツブ?グ,‘ツペ､ホルストと分類
‐

するどか.蕊純林であるとか連繊暦林,とか林型に付いて諭

じたり、植生がどうとか､植生漣讃の極艤相走あるとか、

或は經理上のり蝿鮒i整方式が法IE辮法が良いとか、和田

氏の蕊平分法に依れば誕錐に階る鉄黙があるとか、ケー
ロ

ルハ"'し1､式が一番新しいとか、カメラルタキセ法が淡く用

ひられて居るとか、果ては重要林業樹種の品種の改良問題

と力新規な優良賦種の固定とか色狩遠大な計謹､研究が成

垂され､之が施業案を通じて資行に移された。然し現資林か

らは依然として、年庵一定の銅*蓄積が失はれ、跡地には

概ね小連木とカキシ木と力軽された。 ,
斯る幾多の迂餓曲折を經たがそれは決して無駄ではなく

進歩向上であったと思ふ･施業法に就いて澤伐作業力鶏合

的脆見て最も有利理想であるとは、現叢員全部は考へて居

なか･写た。そして本道の澤伐作業が多くの學者、指導者、

蛮行看ば勿論努務者、一綱1k人に至る迄色共批評力珈へら

れた，然し作業法は依然として、澤伐畠一･本槍であった。何

庭に力湿い支持地盤があったか不思議な位であったが、兎

に角握力で打破の出來ない金城鐵壁であった。そして一部

には之に對する批判、検討の自由さへも許されずに蓬の維

戦割fを麹へた｡戦争後の混蹴虚胸伏態より漸く抜けた昨年
頃より、内地から學者も來り指導者も來り、眞涯北海道森

林施業に就し･て、斧錐を加へる時力津たのである。

東大中村博士は昨年羽幌に2度目の覗察に来られ､犠聡

森林の更新成育良好なるに今更驚きの目を見張り、先生の

持論である蝉伐を標椿しｲ価積の皆伐を行ふ群落的施

業lに髪協黙力混出せぬかと、小面穣の大いきは樹高の2

倍位にした皆伐作業を含む施業を主張せられた，〃

叉京大の佐購陣士は、30％澤伐して30％の風倒や枯損

が生ずる様な撰木するより最初から60％の揮伐をした方

力鵯策であると輕妙な調刺をなされ、相當強度の伐採を主

張せられた。

筒九大井上教授は、騨也林の撰木法の一試案として臆

生林では悪．先ず更新相良好な南西面林分を垂面的に癖す．

ることとし、更新相の不良なｵ鰯を面林分はつぎの厄職年ま

で手をつけないで残して置く施業法」を提供され〉ｾ行った

田中波慈女氏は本年3月林業獅砺に於て峨國は海洋氣

候で雑草糎類の繁茂する國、技術者が林木の生活に野しス

イス人のよう噸しみと理解を持たない園であり､且造林
喪を吝んで枝打や下刈の徹底し産勵行をせず､叉水平的及

立證約欝閉度の疎開に無理解の施業する國柄では理論的媒

も技術的にも鐸伐作業の成功は期待出來るものでない事を

噺言せざるを得ない」』漬ひ､林木の群落生活を認めたカ
ーケイヤー教授、劃伐作業を主張して居られる、そして叉

附言して「印刷物からの智識を捨て自然を湖察し、之に親

しみを持って林木の生活と自由漢よく理解し同情する事労§

必要であると共に、人智を大自然の_上位に髄くといふ潜越

至極な考へを直ちに拾て去り澤伐作業の實施せられて”饒

年の歳月を經た今日、吾左はよく蕊の失敗の跡を考察して

大いに反省しなければならないと思ふとj識揃した。叉函

館誉林局長の近藤助氏は北方林の天然更新を左右する因子

として、地床のザ、、粗腐植質、ポドゾール、樹種の交替

等のことなどが－應の問題としてとり上げられると指摘し

此の一つ煮たに付いて精述せられ、木造の森林には測伐作

業が適するに非らずやと結論付けられた壕である。

igll1誉林局討議課長唐澤繁夫氏は聴西及び峰筋の更新

良好なる地域にあるトドマツ、エゾマツ等の上木は渦立せ

しめないようなるべく握度に採伐して慢然たる良木の選木

に依る林分の弱臘化を防止すると共に跡地に清新なる更新

林分の成立を期待し、一方にj煉面其他更新困難の地域は

積極的造林を期待し得る時期まで厳る可く淵存叉は節伐に

止める。叉更新關係の洞察が不明瞭の場合にほ樹群を単位

とした孔状叉は糯伐の蝉伐を行って良木掠燕の弊と林分の

破壊とを機械的に防止する。樹群も極端に小さい場合は數

個纏めて伐採の躍位とし､施業_この便を考慮するもよﾙ､o

樹群が明瞭を峡く場合には魔葉樹に阻まれた一厘域を遥

る｡即ち針葉樹叉ほ針淡混交林が震葉樹に依って黙綴され
たものをもって一樹群と見倣す等飽く迄も森林の荒陵を防

止して蓄積蚕木の利子たる生産力の埼大を目標としてぃ

一（17〕－－
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成立しない｡、

6．管内の中央に淡鍍が2ケ所もあつ．ご小邸木と雛も坑木

として綱べて利用出来る事､ 《筒最近バルブ材も3寸上

を職入することになった故小浬木はパルプ材としゼも差
支えない事o)

7．撰木方法が踊純､釧一的で然も機械的なれば指導。指

示が容易で凡て能率的なる事。

上の如きものであるが街次に斯る施業法を採らんとする

理由を鶏げると次の通りである。

1．トドマツは幼時比較的庇陰に耐え得るのみにて（生育

に最適6光綴は全光線にて差支ない)鐸伐或は数回の漸
‘伐等に依り除りに永い被墜ば其の後生長をせざるに至り

例へ長年掛って生長を開始するも、それは既にカキン木

の素腫を具へて生育し、根上り叉は中腐り等の不良木と

成る樹性を具へ居る熱く現存の根上り中腐り木は概ね

此の原因に依ると認められる｡）

2．瑚在小通水の如く見ゆるトドマツも蜜は附近の大、中

裡木と同令の過熱木に箕仔細に検査する時は虫菌鴇等の

カキン水力極めて多く、健爺木は極く稀なれば之を残存

するも、数年間生長をやL回復するのみにて直ちに衰退

し之等は元ぞカキン木なれば､徒らに風倒虫菌割くとな

って､虫農嬬の毒唾の媒桃あるの染であること。（卜
･

ドマツの生理的樹齢は120年乃至150年にて100年生内

外の之等多くの小聾木を鐸させるも僅糞20年位より

詳命がなく剰へ償絡生長は負或は零であるものが多い

事。）

3．犠地の如く漸伐的撰伐作業級にて後伐指定材秋は数ケ

班の平均1町渉常り針脹蕊樹用材及薪溌刺塾にて認,2石

〈立木科積なれば到底事業として成立詮ず、立木虚分の

不可能なる頚。 ．

斯る前錐法の有利なるは灘噸近或は見本林として､古

くより伐採せゑ箇所の更隷喧長共に侭良なる顎より推察す

るも、自然法則よりするも纏濟的に見為も、何れからも頗

る有利蕨るは明溌な溌状であるが之等の調森の統計･的敷字

の發表及長|緬林の施業に付いては後日の機會に譲りたい。

そして伐採跡地は除伐､雅樹刈出等の保育的竹蘂をこの

釜面的に施行l成林確渡砥速を期したい。

然しこれは保育費を得て！始めてII(来ることにて九大井

上教授の言わるL如く若し跡地撫育の經蜜力戦の施業方針

に著しく懸隔を生ずる場合は、勢ひ投資力詮林地腱不徹蕊

に散布され易く、垂施業地が虻蜂取らずの結果に階る熱を

､溌行官として虞に懸念するものである。

然らば従来の施業方金Iが何故斯る方法を探らなかったか

を暫く考究推理してみにい‘

それは次の原因極擦ったものでないかと恩ふ･ ．

ろ。」

斯くの如く諸大家の御意見も戦前のそれとは大部異にす

る如く認められるのである。

降って瑚僻也方の天然林施業に就いて我々の意見も、之

等の諸大家の直接、間接の指導に俟つことが大であるが、

孤幌地方丈として我埼力沽くから抱いて居た意見もこれと

全く大同小異であったの侭柳か喜びに堪えない所である。

之を短的に申述べれば次の通りである。

靭棚也方の天然林はドドマヅを主要林木とし、その更新

も優良なる箇所が多いので砥全般的には澤伐作業であるが．

更新良好の箇所は次のｲ潮91迄残存し得る稚幼樹をのぞいた

皆伐作業を成ｻｰ群落的施業としたい。

即ち資際施業法として

1．峰通り南西叉は東南面或は綏斜地等でトドマツの更新

良好である腫城（前述A.B､C.D.林分型の虚）は次期
画

施業期迄残存し償格生長lﾉ得るトドマツ及有用炭葉樹を

群落的に礎し他は全部皆伐する。

2．北面或はj球面叉は急斜地及澤通り等の更新不良地は

（イ）残存債値なき形質不良木

〈ロ）利用期を經過し之以上残存せしむると著しく形質

慣値を減少するものの熟を伐採し之等の地域は極力温
存或は節伐主蕊に努めることとする｡・

此の方針は几大井_鰍授の所謂自然法則に適った方法と

經濟的行爲の合致した方法であり，次の有利なる條件を具
へ寧ご居ると恩ふ．

1．針葉樹の生育裳へた残存木に急激なる鍵化を與へて風

審、虫菌箸等の枯損を生ずる事がないこと。

2．色含の型式の澤伐作業なれば、漫然と或は機械的に繼

良大綱くのみ撰木し、不良カキツ木及老齢の小羅木のみ

残存するの餘儀ない事に至る不利のないこと‘

3．今迄被塵せられた下溺の1運fマツの幼稚樹は急激なる

上方疎開に依りr年及乃2年間位幾分生育表へるも其の

後直ちに快復し幼時より旺盛なる生長を成すこととなる

故材質催き無力キンの優良木の旺盛なる材職成長を期待

し得ること。

4．営地方は第三紀暦にて地型複雑なれば‘鐸力繩の如く

分岐しいる故、例へ更新優良なる傾斜面を一時に皆伐叉

は漸伐する事あ為も、その而俄は概鰄1.町歩内外にて1，

5町歩に豆る如き(煮極めて稀ILなれば、大面横施業の不

利等は$“･なき事。

5.斯る施業法に依り、小座木迄含むも顛位而俄常り伐採
材積が職域的に墹加し經濟的に收支相横ふようになる

故、瀞濟上極めて有利なる事（熟きたる、徒らに垂面俄

qに亘る揮伐作業叉は欺回に分っての蝿なる漸伐竹業に依

る伐採なれば、集材蓮材に多額の經饗を要し』鮮業として

《
）

へ

可＝

－（18）一
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竿であると思ふ,

從来臓讃林思想であるとか、適地適作業とかa幾多の作

業法を融通併用し斑箇所は明示せず、資行官の裁蹴に任し

置くとか、その箇所の雲境に態じてこれを熟覗すれば脚力
〃

と眼力とに依りその森林の健傭が一目に分って紫るとか、

資行官の熱意と創意工夫雁依るとかと言ふ極く少数の優秀

郷『官のみが達し得る最高技術、高逮な鶏心鈍が凡ての現

業員に要求された。

然し現業員の指導訓練は行届かず､叉その制度､ボ蝿も

方針に合致せず且所要經費も伴はない褒状であった。依つ

迄例へ經管案の方針、指定め蝋をえた場合に於ても、その

實行は仲盈至難であったのである。云はんや誤､てる方向に

進んで居った時に於い埴おやである、之を要ﾘｰるに施薬そ

して撰木方針は蝋純､捌一、機械的なる力殿も要領を得毛

疫行容易である事にも毒へを致し今後の森辮霞を樹立し
園有林經誉に蔑全を期し度いと念願するものであるJ

（1950.‘4．5.） 雑り ‐

1．トドマツをヱゾマツと同一に考へ、トドマツの撒性、

生長過程､被害等の研尭の足らなかった事，

2．’3Fマツ其他の樹齢材質の雌否の測蹴に無順清にて、
ノI輕木即ち幼齢木挺て上方さえ疎開すれば､何時からに

ても、l圧盛なる生長を永く持纐するものと思って居た事

3．富地方の如く、極臘連蜜の途中相にあるものは、林分

を急激に疎蹄-ることに依る、森林有機魁の破壊も土壌

の劉眺笹類の侵入も樹種交替による脹蕊樹の侵入も左

穏恐れるに足らない②に、他の北海道地域〈極識月にあ

る高狸也帯等）と一様に毒へて居った聯
（當地方には無暴なる皆伐を成すと錐も、その植生恥怖

に依り立恢に更新成林せる事例が妙くない。廟眞参照）

4.往時擾良大観木のみ利用出來て不良木、小狸木歓殆ん

ど利用の途無かりし顎。

5．伐採搬出の經濟泓醗勝は殆んど顧慰に入れなかつだ事

6.事業渡行の組織､磯職及現場資行員の技術縄度重慣習、

經費等を考慮に入れなかった率。
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に就て

1■■■

色の減じた暗色型も見られる。胸部は黒色、腹部の外側は

暗色を帯び、他は淡黄色である。

〔踊〕長さ約11mm:幅約4mm､f"L光澤のある紫掲色
で、腹部尾端には2，3本の虫ピン)伏の頭を持った細い刺

の束がある。

〔成虫〕魁長10～12mm・翅の開張約25～35皿n．髄は

一鎌に白色毛を以て覆われている。複鵬鯛角、小臘霧は

黒色､翅は滑かな糯子様の光澤のある純白色のものから、

その前翅に多くの黒色及び脳色の斑黙を熟在したものがあ

って鍵異に富んでいる。概して雄の方が雌よりも斑黙が

多い，前中肢の腿節の外側わ黄色を鞘ぴ箸脛節の前方侭黒

色である。

●生活史

本虫はカナ渓では年1回の發生愈合衆國ではニューヨー

クから北の方では年1回、これより南方･では年2回の發生

で、更に南部ジヨージヤ州では部分的に3圃の虚もあると

報告されている。筒本邦に於て國立科學博物館及農業技術

研究所の調査に依れば京演地方では年2回の様である。即

ち踊で鐸し第1化191の成虫は5月中旬～6月中旬に羽化

本虫ば鱗翅目．鐙蛾科(Arttii"e)HyPl'Rntriaに臆す

る北米原産の種類で、學塙をHyPhantria cuneaDrary
英名をFallwebwormと稲する。

本虫は從來北米合衆國及びカナダの2風のみに知られて

ゐたもので、その分布はカナ〆の南部及硯上米の殆んど全

部に豆って‘ゐるが､特にルナ〆及び北米共東南部の各州に
於寵發生が著しい、そして彼地に於ては街路樹の害虫とし

･て最も重要覗されてゐるが､叉時に果樹害虫とLﾉて、華果

及ひ梨に甚大な被害を典へることが知られてゐる。北米大

陸以外では今回本邦こ於て發見されたのがアジア洲に於け

る最初の記録と考えられ､又聞くところに依れば欧州に於

ても維戦後ハ.ンガリーに談生したとのことである。

由來新涛虫力輪入されて土着した場合、その寄生植物の

駁は著しく増加し、生活力も旺廃となり、天敵その他の環

境抵抗の減少に依り、原産地に於て見ることの縄来ないよ

うな猛烈な繁殖力を示すの力茅溌重である｡、元来本種は北米

に於ても食餌植物として醜に100種以上の植物が記錐され

ており、極めて雑食性であることがわかる。之が本邦に土

蒲した場合、更に新な食餌値物力魍加されることは必定で

筆者が林業試驍場に於・で行った食餌樹種の雑術的調査の結

果から見ても、森林害虫として充分懲戒を要し、都市から

農村に蔓延しつ奥ある今濁山林丙④侵入防止は刻下の急務

であると思料される然地北米纒於ける本種の誤境に對す

る迩懸範園の大きい鮎から見て、本邦に於ては殆んど全國
8

に蕊延し得る可能性力覗いといふことば明である。

以下讓虫の慨要を記し關係者の御参考‘こ供したい。

《
一
）

昼
」

宙

態 馬③形
〃

〔卵〕卵は淡緑色封雛で、その直座は約0.5mmであり

600粒内外の卵粒を1卵塊とし筵紫の裏面に窪付する。愈

卵塊峨成虫の蝶毛で覆われて居り．願上前には晴灰色に鍵

化する。

〔幼虫〕老熟幼虫は艘長約30mm.頭部は光澤のある黒

色、臘色は淡黄色､背面は黙色を呈する竺各環部の背面、

佃晒及び菜門下の刈蛎より梢茶色を幣びた白色の長欺毛を

生ずる。臘乃側面及びI師iは淡黄色を呈し、側面にIk小黒

玖鋤を有するざ氣門下線は白色、隠色には鍵化が多く、黄

鼎

(辱；鏡挿わ

■
ダ

(錐者）林業試鹸場昆虫研究室
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する。尚筆者の調査に依れば靭化は夕刻午後6時頃より午

後'0時頃まで行なわれ､午後8噸が競多であった｡羽
化した成虫は食露植物の紫ゐ裏面に産卵する。其の認6粒

数は700粒内外である。卵期間は約12日的外で、蝿こし

た幼虫は築團してI縦する葉を綴り合わせて災を作りこの
中にあって食害する。若齢の間ば葉の表面或は裏面に附蒲

して織食するので、被害紫は葉脈のみを残して微細な網目

状に食害されるが､老齢幼虫では葉の表裏雨面とも同時に

葉繊から猿する。

かくして幼虫は約30H～35日間、即ち7月中旬頃から

蝿化する｡卿化は樹皮の測目、落葉や、ごみの下､或は地

中浅い所で行われ、幼虫時代の禮毛を織込んだ燕い繭を作

って卿吟る。蝿期間は錐者の鯛査に依れば短きもの11日

間最＄長き亀の20日間位を要し、7月中旬～8月_上旬に

かけ初化し始め、交尾、産卵する｡卵期間8日内外を經て

こ化の幼虫が孵化L始める｡幼虫が老舗に近ずくに従ひ夜
間災を離れて附近の紫を自由に冊鍾+る嫌になり､更に踊
化に五ずくに従ひ各劫虫は集を去って分散して食害する

9月中旬頃より樹幹を降りて蝿化しそのまL越冬する。

●食餌植物
P

前述せる様に本種の食鰄懲肋はカナダ及び合衆國では

100種以上も知られており、街路樹では楡、柳、ポプラ等

果樹では華果及び梨に加害力譜しいと報告されてゐる。

1949年挫業技術研究所に於て調査した食餌植物は次の様

である。

ぶらたなす。さくら。えのき。承ずき。とれりこ。やな．

ぎ･くわ，いぼたつとうもろこし。大豆っひまわり。ひ

霞。柿。あめりか楓。あじさい。きり。あをぎりcしい･

いぬしで。ぽだいじゆbにわたばこ。さんごじゆ｡むく。

あかざ。はなみずき。けやき。つkじ6ベにうつぎ獺。

しんじゆ。にせあかしや。ふじ等であった。

叉筆者は、1949年9月ニイ蝿の碧齢幼虫を野外より採集

しﾎｲ雲験場構丙の樹種（針紫樹を含む）34科75種で飼

育したところ次の穰な種を食餌Pｻｰることが判った。

ぽぶら。おにぐるみ。はんのき。とねりこぱのかえで。

くり。うらじろかし。いぬぶな。まてばしい。くぬぎ。

みずなら･かしは･あくまき。はる．にれ。あきにれ･け

やき。くわ。こうぞb合漣ふう。あめりかふう･す瞳か

けのき。さくら。や葦はぎ。あかしや。とげなしにせあ

かしや。しんじゆ｡ちやんちんもどき｡ぬるでbやまは

ぜ。もや。みずき。あをだも。

等で之等の中には主要樹種、特用樹穂、飼料木、肥料木と

重要な樹種が多く一暦注意を喚起しなければならない。

e本邦に於ける分布及び蔓延壯況

本鍵ま終職後に諭入されたことは粥んど確黄で、初發生

の|鞘削は1946年夏文部省激育研修所､長谷川仁氏が本虫ら

しきものを紳田櫛付近で郷察したといわれ､叉繊演市生麥

町住民の話ではこの年既に本虫が發生したと云っている．

1947年には脚田及上野公闘に於て科學博物館､新村太則氏

が観察され､ており竃又横演市生麥町方面腿於ても發生した

と云はれる。斯糠な費料から初發生の中心は東京に於ては

千代田睡績演市では生麥町方面と推定される。1949年6

月上旬より7月下旬までに農業技術研究所の蔓延状況の調

査に依れば、東京都題市内には殆んど壁面的に鹿く鍵だし

東は市川、松戸市を結ぶ地域北I"I牙千住と埼玉縣川口市

を結占撤､西は板橋風志村を經て立川、日野に達し､ ･II上田

ケ谷賦大子堂を結ぶ線まで進出し叉京演國道に沿って縦横

港に至る間は迩綴しで發生が認められた。叉横溌市に於て

は生麥町、子安町から横演騨附近を經て波止場に至る線に

沼うて發生し､其賦鋤ﾄでは該虫の發生を碓認し得なかっ
た。越へて1950年に於ては（アメリカシ戸ヒトリ防除方

針打合協議會各縣提出費科に基く)前年の充分なる防除を
麓施した結果可成りの成果を認めら為るに至ったが、残

念ながら未だ撲滅の域に達し得ない状況にある。第一線の

千葉縣に於ては前年松戸､洞il市の線であったものが東京
都に隣接せる東蔦飾郡祇戸、市川市を含めて4市4町3ケ

村、更に隣接せる千葉郡に1市1町､市原郡に1町､君津
郡に1市1町1ケ村、印撫郡に1町と蔓延し、叉埼玉聯に

於ては前年の發生地川口市以外に浦和、大宮、所澤各市の

ﾀ倒上足立郡,南埼玉郡、4噸飾郡､入間郡の7町9ケ村に

發生した｡叉距離を隔てた山梨縣甲府市侭町､茨城縣筑波

郡将田部町,稻敷郡馴柴村佐貫、虞雛郡古里村葉山に發生

した｡之等の被害樹は｢ぷらたなす｣櫻､柳等あり何れ
も大被害を受け､鋤鋤に於ては大豆､茄子､其他無果花
萄葡、桑關等に蔓延した謝伏である。

一

0

一
一

④防除法
＝

カナ亥及び合衆國の1940年以前の文献より綜合すfLぼ、

本虫に對しては砿酸錯の撒布が極めて敷果的で、果樹園艇

於ては本藥劉の規則的な撒榊匡依って充分その害を防除出

来得ると報じてゐる。尚發生の初期に嬢團した幼銀を枝共

に剪除､焼却する方法も奨勵されてゐる。更に本患を防除

するには、第一ｲﾋ期に徹底的防除を行へば第二ｲ噸の被害

を最少限度に止瞳鶴るとされてゐる。
本邦に於て某被害縣の防除状況を参考までに述べ湯と、

縣霊丙に防除對紫漁り、防除班本部を設置し､更に防除班

企書班､調査班を編成し、之等の組織的活動に依り早期護

－（21）一
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兇と新装生地の發見に全力をあげ､でい患。願除法は剪除、

焼却に軍熱を置き、更に薬剤はBHC粉剤(0.05～1.0%)

DDT乳割(0.05～0.1%)の他獄酸鉛｡DDT粉割に依り

殺巌效果を充分あげつiあ為現状である。

藥鋤撒布に就いて充分注意を要する黙は℃願除の適期劇1
も分散開始前に施行す為ことが大切である。筒蕊湖磯度を
無意味に聡すことよりも、~幼録に必ず接燕する糠撒布する
ことがより敷果的であると思料される。

●天敵について

カナダ及北米に於て従来知られている主なる天敵の數は

凡そ50種に達するといわれる。

本邦に於ては蝿研究所加藤技官の調査に依り現在
まで判明せる最も有力と患はれるものは､次の鋼重である。

卵寄生蜂 マツケムシタマゴヤドリパヂ ．
Irricllogramm&1 (lendr()limiMAfrUMUBA

卵捕食性昆錘 へナカ1．ムシの－菰TriphlepSSp.
幼鍛寄生蝿 ブランコヤドリバエ

TaChinalarvarumm画．

蛎寄堆峰 ギアシプトコパチ

BraChymeri,,ObSCUrataWALKET.
等である。 以上

参…--,樹書案内
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No. 17 川口武雄箸山地土壌侵蝕 25回〒6卿

（目旗大蕊》：寵繍轤譽瀞鐘･僅蝕に腿蓮する因子の影響･森林と侵蝕の'劉係･賓際面
、 451園‘〒6図（改訂版）職刊]No. 1 伊藤一男騨鯛葉構稚笛の立枯病

'N･. 2 岸本定吉辮胤騨炭窯の構琴に就て 25 〒6 (訂正版）
No. 3 慶野金市 どんぐりの味噌製造に開する研究 25 〒6 (訂正版）

No. 4佐藤邦彦謀簡木根癌腫病被害調査報告 35 〒6 (訂正版）
Np･ 5 日塔正俊松の害識と羅除 50 〒6 (再版湿り）
No．6武田繁俊水源の雨量に就て 45 〒6 (改訂版）
No．7嶺一三新炭林の施業法改善 60 〒6
No 8藤林誠･外2脅 ヒノキの抜根に關する研究 40 〒6
N0. 9 堀岡邦典・菊地文彦合板用ヴイスコーズ接着剤 30 〒6

No. 10 河田 撫 昏簿1年生造林の成績 30 〒6 、
No. 11 平田徳太郎 水賓源と森林 75 〒12
NQ& 12 藤田信夫 と ち の、化學 20 〒6
No．]3 田中波慈女 主要林木の品種の問題 30 .\6
No. 14 河田 弘 菌 根 の 話 25 〒6 (鍔部僅少）
No. 15王手三棄涛森林の風害 30 〒6
No．16犬飼哲夫・上田明一 ・森林と野鼠 20 〒6
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林學博士

簡易索道の設計に就て (1） 作
垂
日西垣

一 一一一

一一

一

林産物の搬吐磯としては林道は最適のも,のである。林道は永久的設備として鴬該地睡の林業上大切なものであるが末端叉
は支線の一時的設備として簡易索道を架設して林道迄運びIMず方が有利な場合が相常ある。殊に川間ふの材を取る溌な場合
は鐵索でなければならない事さへある。此の様に索道は相當大切なもの､鱈あるが其の設計に側する良書力沙ないのは遺憾で
ある。

間伐材や薪炭の原料材叉は木炭等の輕滋な物は鐵線叉は細い鐵索を架設して搬出.して居るが､是れ等は設計すると云ふ程
のものでなく、只荷物に依って#1緬程の線叉は索が必要であるかと云ふ位のものでおると恩ふ罫此の銚踊や鐡索の太さを知
る爲めに誰欝の考案した算出法が､窪*{球必携の4“頁に織成してある。

上記の様な輕堂の物はよいが､今日喧しくなって来た騨似氷の開發に醤つては、地勢は概ね嶮峻で天然生の大裡材で、し
かも生材を搬織する必要もあり叉里山と蓮つ､亡氣候荒凉で雨雲多く、冬季の搬出が困測崖作業は夏に限られ､甚しいのは稼
個日歎1ケ年僅かに100日付に制限せられ為こともある位で1日の撒棚鐘も比載的多還でなくてはならぬ。此等には相當な設
伽をし.て經費を要ｻｰるし、箔し故障でもあると其損害甚大であるから失点棚鴬の設計を泌要とする。

現に指導等に鴬って居られる方登は索道の經騨も少なく、叉良書がないので困って居られるだろうと考へるので、記者は
多少の参考にもと太父を書き初めたのである。

本文には理論は全然抜きにして》轍算法等を記す-ることとする。

一
一

第1章軍径間の索這 。〃

上下2黙間に鐵索を架設し荷物を卸す場合〈時には引き揚げる場合もある）で途中に支柱のない場合に就て託述す為。

蕊1節索道架設地織の撰定
〃

索謹1名下の荷穣場と荷倒鰯間の高低角は15度乃至25"tが迩儀でｽk平距離は数100米乃至1000米位である。此の間
には凹地叉は符になって居て小山、屋根蝶~ド降中に荷物の畷たる溌な地物が無い事が必蕊Eある。家屋錘電綴等の無いのは
勿諭である．

荷稚場には縦台を設け、~ド方術卸場に問って右叉は左方に此の盤台雁接して2;300万位の木材を置き得る50乃至100坪
の土場を設け為必要がある。此の土場は盤台に向って10度乃至20度位の傾斜があると穣荷に便である。又荷卸場にも総
合を設ける。it鑑台は上方術倒錯に向って右叉は左方に傾斜せじめ之ｵlに綴L,て傾斜しだ土場が必要である， ・

山地のことであるから厳いj錫は縛られないが、元来索這は糊識鐸の上がるものであるが､他の運搬設備即ち荷穣場か
ら上方には鱸､木馬道叉は索撞､集材機等があり､荷卸場に朧鱸､刺遁吻蕊がって居て､是れ等の蓮材作業と緊密な關
逃があって始めて全臘の蓮材の能率が上がり淡償な運搬が行はれる課であるから索道の頼卸土場は適當な磁さと傾斜が必婆
で自然の地形を巧に利ハルなけれ{難:らぬ･

第2節索道路線の測量並に圃而

踏盗の結果髄卸場ガ謹定されると雨地鮎に商&､蔵を韮こる｡樹木力辮生して居る場合は樹木の納頭高く旗を緊縛して双方
から望み.得る糠にする。雨者の高低角は出來る丈け糖密に測って騒ぐ。次に雨者のうkZI篁距測節､斜距離は勿論縦鬮晒鳳が欲し
い。之れには ‐、

（1）荷積鮎と荷卸勲との間を其の方位角でポケツ1､コンパス叉はトランシツ1,で潟低角と斜距離を測定し乍ら締んで行
けば縦鬮面間力鳴られるから、上下雨黙の水平距離も得られ途中の噸診の麹“岡示し得る。然し乍ら此の仕事は蛎鯵に依
っては式鍵困難な仕事である。

（2）第1脳の様瀧術認黙Aと荷卸黙Bの旗を螺恐得る2WiC,Dを機繼し夫共A及びBの方位角を測って置く。CDW
の斜距離と高低角湖””測定し得ればよいが、そうでなければ侭Iの様にE,F等の黙を設けCEWDを測鑓して迩徽の縮

奔
一

－（23）－ 可

f
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‐ 西垣：簡易索道の設計(聯I講座）

鯵 一 圖 尺でその平面園を描く。C及びD

に於て夫盈A及びBの方位角を入

一れると夫夫交黙A.Bが圃示され

るからABを直接圖上で測ってA

Bの水平距離とする。次にB鮎か

らAへの高低角を入れA鮎に於て

垂線を立てるとA/黙が得られ

AIBは縦籔面となる。

ABの途中の尾恨Gや谷川Hを入

れるには識めGjHに旗を立て置

いてA及びBに於てG及び瓦の

高低角を測って置けばA',Bから

夫煮高低角を入れると､G,Hが園

A′

示されるから索道殼尉土必要な職が間示される課である。G,Hの内A,Bから高低角を測り得ないものがあれば其の分丈
け(1)の方法で測量して間示するより外ない。

此の方法は不正確は免れないが索道の設計に對しては十分と恩ほれる。只成るべくCとDとはAB線の反對の側にある様
にしその距離もABの3分の1かぢ5分の1位の距離に取れば比綾的精密な圃が綱來る。

斯くしてABの概略縦獣面圃を得て次に述べる計算法に依って鐵索の聞面や荷物の遡る罫痔を圖示して面白くないと走れ
ば蕊に遁當な積卸黙を撰定して、以上の方法を操返し雛に最適の索道路線を見出すのである。依？て最初から第1第2の候
補黙を撰んで測遼1ぐて置くがよい。

第3節鐡索の太さ決定法 ・

高低2織間に主索を張って搬器に曳索を附し下方齢|騨逵搬出する侭2'黙間の筒低差が少ないとか､叉水z鴨距離が犬であ
ると荷物は降FFj-ろ物途中で止って撒鵬に到達しない場合力狸る。この綴な場合には荷卸綱付近に動力を置い矩搬器を引
き寄せなければならぬ。斯くては殼臓費も蓮縛費も嵩むから脇來得れI諦顕黙迄完全にWM燭~るこ電と力窪ましい。此の場合
の主索の寸法を決定する方法を記述する。

計奨に當って大きな數字を取扱ふのは面倒であるから、長さに對しては100mを単位に取り重量や力に對して腫噸を単位
に取ることとする。

2職間のk率距離を/,垂直距離を",主索の支柱間の長さをI｣,荷物の重量〈木材､室搬器、曳索から來る力の總計)を
P,鐵索(100常b）の重鐙を恥とし、P/q=72とする。次の式を湖足す-るLの値を求める，

垂‘+〈2髄-‘"-"噌鵬-灼呼-綱〈"‘+伽響)L-学……………………"…･……(1)
Lの4次式であるから解くのは面倒の様に見へるが左程面倒でない。此のL丈けの長さの主索を上下雨支柱間に張ると荷

物は下方荷濁黙迄膝『す号るのである。
6

Lの値が出ると之を次の式に入れてCとSの値を算出する

。‘｡_圭士÷"”………"）)-(-f-)" ､~' ='T 2 --""";…（3）s－警十学
2('一÷)-(-f-)． 。

《
）

｛
ワ
や

CとSの値が出ると鐵索の最大張力は次式で算僻することが出來る 紐=q,/蔵冒F扉…･……･"･…･<4)
此のTの値は鐵索に起る正味の漉力であるから朧の安全､並に鐡索の保存上から安全率をかける必要がある｡安全率

は大きい方がよい力琳内等では識＃費が嵩むから37姪4位が適営と思ふ｡尤も中古の鐵梁では5乃至6が適営と思ほれる
《 鵠

第4節計 算 例
計算の仕方を例示しよう。

イ脇道：平均1日の蛾出量2001石、1日50回とじI鼠均4石穣職ﾗｰるものとする、最大授出材は蓮3尺5寸の7尺材とし、
此の重避2噸、裳搬器等0.5噸綴2.5噸とするZ=7,"=3,上~F雨黙間の高低角は約24.でP=2.5とし、 7本線6極中

－－－（24〕－
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西垣：簡易索道の設計(糊職座）

、

心麻入煙30""〃のものを使用することとし、此の索の100米の重職は鐵索の表で見て0.333噸とし、此の披鬮i力を54.劃頓

とする。 P/q=7!=7.508

（1）式に入れて

Xjl+8.016L3-54.742睡一462.16L-253.665=0

2黙間の斜距離はへ/”+3風＝7.616であるから､0.024丈け増してL=7.64とすると上式のお塁は十1.98となり0に非
撒に近いからIJ=7.64と決定する。

次に(2)と(3)の式に入ｵfると 80g

ひ＝2164.3 ．｡, C=46.52 從ってS=25.88を得

（4）式に入れて

ir=0.333ﾍ/Zi颪万霜諒77=17.73噸

ルヒ●張力は2.‘5噸の荷物力逃から下迄行く間に起る最大の鐵索張力の廻朱の値である。此の索の破鬮銀力は54．5噸であ
桧 、

るから、54.5/1砿73＝3.1即ち安全率は3であるから30mmの嬢蕊を使用する。

次に叉1つの蔚算例を示さう。今26mmの蛾蕊(100米の軍鎧0.25噸、破劉張力39.5噸とする〕の持合せがあって

これで前記の荷物をf時とう-る。30mmで漸く安奔が3であるから26mm2本並行に架設ｻｰるとするｲ此の場合には上方

澗瀧期に車輪を据付けて索は此の車輪に掛けて折返して張り荷物には龍線の溺合の搬器の滑車の蝋を2倍にして雨索に跨が

る儀にして瀞肋を掛けるとする）1本に乗る荷籏は2.5/2となり n=1.25/0.25=5 となる，

前法と同様にしてL=7.66,(y2=1114故に0=33.38從ってS=19.4o T=0.25×38.6=9.65噸

一
一

39.5/9.65＝4-1。即ち安全率は4となる故26mm2本使用してよい事になる。
(以F次號）

林業技術叢書

－4近 刊歩一

o駕幾篶片ﾘI佐叉養油桐と桐油 “鼠上旬鰯太見塾）
○艤識鴬飯塚 肇著魚附林の研究 （閏月彌難本県懇）
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第八輯霞董學織岡崎文彬著照査法の實態 80gl (會員70)〒6風
目次大要：照査法の歩み・照査法の基礎理論･照査法によぁ森林経理の方法・照査法による森林販

扱上の目安・照査法による森林經埋の鐵例・文献

一
一 ，田中波慈女著森林の環撹因子 100圓愉員90）〒12側

目次大要：生態躍發達の經過及生態學の意蕊･氣象的因子･大陸的及海洋的氣候・山岳氣候,身
轄､林丙氣候・植紘の生活現象によりて行う氣候的爵馴1．林内七壌及水分。腐植物2

第七輯
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の
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森林手簿｡｡。 ⑥｡。一

野鳥の養護乏の他 (3）
ー

成澤多美也
一

んでいないので、ハツキリリしないが、針鐵勘林よりは撫紫

獅伸の方がずっと野鳥の穂諏も多いところから考え為と澗
葉捌林は州鎧ｻｰべき林だと思うが、小鳥の種類が片寄らな

い鮎からいえば何といっても針澗混清林の方がよいのでな

いかと思う。然し決して樹極に拘泥すお必要はないよう

で､現に加茂山公園等は杉の騨琳である。た瞥此の山で

も老齢林(23300年）の方が、jlt齢林(30年前後）よりず

つと多くの種類力摺ることは事礎である、此の鮎小千粁の

船岡山等はむしろ潤紫樹林であ為ガ轆齢なために小鳥の数

も稚類もずっと少いのと對此していk参考になると思う。

蝋而斯うした森林がない場合は新しい森林を作ることも

考えられている。野原に餌箱を設けても猫やイタチの襲雛
、

を受け小鳥もおちつかないが、植込を作ってやると、小鳥

に安全感を典えるし､叉懸生の動物力逝づいても直ぐ髄込

の中にかくれ、外敵力法ってから再び“§に飛んでこれる

ので是非値込拳は作らなければならないといっていあ。

軍に森林は外敵から逃れるかくれ場所の役側だけ果せば

それでよいというので侭ない、金嘩樹の種子でも立派に小
鳥を義うことがでぎぁのである。

期うした義護林の附迩に野鳥用の穀寂畑があり、 イプゴ

や林槻が職在し、鍔"くともなれば､枝舞にはシウエツト

を雄りつけ、樹林Fの特定場所には餌箱力糖いてあって何

時でも彼蝉の飢餓を救ってやるこ．とができ、早春には誉災

材料も盤富に供給してやり､題さけにどんな懸鳥にも適す
る身錨を蝋富に典えてやれば、野鳥にとってこん駈樂園は

ないであらうし、野鳥力婚加しない等ということはまづあ

るまいと思うの種ある。

野鳥の養護も然し1ケ所だけでやっていて、外の所では

捕り放題､食L､放題では増える氣泌､はない。私は越後だ

けでも少くとも斯うした謹謹林を数ケ所作りたいと思って

いる。例へぱ村上の城山、蝿彦山麓、加茂山公園、4､#千谷

の贈岡山公風長岡の悠久山、高田の春日山公園等は好適
な場所だと思つセいる、勿論義謹林のない場所でも小鳥に

關する保護侭ついては充分な關心を排って貰はなければな
ら欺い｡殊に小.中學の先生に呼びかけて暴君達に趣旨を
徹底させることも講じなければならない。

単に新潟縣ばかりでなく、行く行くは全日本の愛鳥家に
斯うし庭穣局的な運動をやっていた蟹きたい。

斯て日本爺態力鋤きだLたら、隣近所の園えも此の蓮動

野鳥養護称｡｡

此の言紫はBirdS&lnctuaryから思いついたの毛ある力も
サンクチユアリイが避難所といった意味しかなく「野鳥避

難卵では単に危害を漣れて逃げ込むところ位にしかとれ

ないので、あｵLやこれや考えた揚句、1週間ばかりかかつ

て、野鳥義謹林という名前力凝も相應し､､と思って、自分

勝手につけたの､唇ある。漢字制限の折柄固苦しい名前でも
愛あるまいと反對する人があるかも知れない。然し一般にも

學按配陽の着謹婦を､義謹婦と呼ぶやヴになつ､てい為から

必ずしも排斥を受ける程の諜出ではないと恩つ種いる。

しかも野鳥の衣食住についての保誌、増殖、人篤的危篝
－－小鳥にとって最もおそる可きは人間の子供と小鳥研究

家であらう－を未然に防いで野鳥に安住の樂園を提供し

ようとするのが、此の森林の持つ性格なので、之等の意義

を端的にあらはして呉れるのはあのやさしし誰護婦の名を
とって養謹林とする方が適犠だろうと思う。

此の義護林の面積はどの位あったらよいかは，まだアメ

リカでも適確に指気ている人はないが、掴ング.アイラ
ンドのオイスター・ぺイにある故ルーズペルリ．（ルーズペ

ル'､犬統領は少年時代仲だの小鳥愛好家で、特別なバッヂ

をもらっていたため鰍州旅行中博物館の烏舗識究所では特

別待遇を淫けたということ窓ある）記念義膜林の如きは徹
に12エーカーであるかと思えば、有名なムーズ・ヒル誰

護林の如きは200エーカーの地幣を擁しているのもある。

日本であったら10町歩前後もあれば充分ではないかと

思う。除り厳くとっても管理が仲々充分行き届か踵いと思
う。

私の住む町に加茂山公園という 11町歩の風致林がある

が、これでも小鳥達にとってば頗る快的の安佐地と熟えて

四十雀、山雀、ムクドリはいうに及ばずツグミ、キパシリ

キビタキ、嫡丘は三光鳥ま.Gやって来て仲だの盛況であ

る。先日の探烏霞でその遁のアマチユアカ報べたところに

由ると、雨のひどく降った日ではあったが､27種の小鳥を
調森することができたくらいである。

巌密にいえば樹種の混清歩合も樵計しなけれぼならない

のであらうが、これについても養講林設定の塞木方式を讃

《
）

一
一
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5貫目から6貫目に棚膳する。叉ジプシイ蛾の躍除には、

以前1エーカー富り6百匁から1貢200匁を用いていた。

然し現在では、前者の場合だと5合か6合しか用L､ず，
それ噛噛霧器でやって居り、それで立派な敷果をあげてい

るし、叉後者の如きも1エー･カー雷り僅に120匁を用いて
誠限な成織をあげ為溌になつ短いる

動物聴で行った試験調査をかいつまんで､誰明すると、

例えばテキサス州寧盾行はれた例では1エーカー常り520匁
のDD田を撒布すると6日間に野鳥の簾誠は50%侭減少
した。マリイランドの穎淋で同じ並を空中から撒布したと
ころ6日間に65％を減少してしまった。・

叉種々な殺識割を撒く僅かづつ混ぜた餌で飼育したウヅ
ラは、8日目までは死ななかったが、次の34日目ま･透に

は次盈と鈍れて行った。

水生跡助は陸｣鋤物に較べるとDDWに對ｳｰ為抵抗性が
弱くずっと少い量で姥れることも分った。例えば水面にD
DWを催か60匁峯中撒布したぜけで多数の魚､カニが死ん
でし．まった。

1エーカー懲り240匁のDDTを撒いた森林では動物に
典えた被筈は殆ど判ら燕い位か或は全く，被鴇は見られ熊い
場合すらあった。然し斯うしﾙｰ場合でも毒剰のだめに種趣
な有鈴昆鋤沈んでその絲梁､今迄押えつけられていた護
織が猛烈と脳起して赫威を揮う例は前述した通りであ鯵。

又面白い例としてば野鳥に及ぼす之等の藥割の敷果が非
常腿綏避にあら膳れることである。然も累校的であること

／

は換為ぺき問題であぉ。 ′
野鳥は一般に生きた昆識しか食べない。然し毒力輔蒲し

ていたり、もう既に毒が身禮ぢうにまわってもまだ死なな

いでい湯昆銀があったとしても、鳥はそんなことは御承知
ないから食べる。これ力鋤々野鳥や雛雁とって決定的な運
命をあたえること極なる。毒マドリの災の中に4羽のいた
いけな雛の死骸があったが､,拾の傍に椎DDTで死んだ甲
羅の腐った屍溌が發見されたが、此の例等は以上の事溌を
朧つきりさせるものである。

如何なる蝿烏でも豐灘蝋には食鋤生となる、それがDD
Tを濫用した池或を避けるか，或は全く見捨て腿しまうこ
とはあり得ることセあり、アメリカでも餘り頻繁にDDT
を#減した地方で侭野鳥は全く姿を消してしまったといわ
れている。

ではどの位の量を、何時如何なる場所に使うか、此につ

の参加融援助を願は厳ければならない。結局小鳥ば｢渡り」

で知られる綴に人間の作った行政腫劉等は超越したコズモ

ポリダンなんだから、吾なの心瀧も國際的關係にまで展開

しなければ一画で保護増殖しても、他國で全く無關心では

何もならないのである。

斯て小鳥を通じて、園と園とがお互に大きな愛で結ば

れ、･I世界が一つになり得る可#雛も多いのであぁ。

戦争はもうこりごりだ、そう多くの人はいっている、そ

して‘|世界國家力蘂かれなければならないと1部の人達朧眞

刺に考えている。然し単なる條約や申し合はせ位で、複雑
化した國際關係力噛蝿に統一されるものではない。然しあ

らゆる方向に、XAII何なる部門でも、此の大きな目的歴向

って常時研究を怠らなければ何時かは戦争という野擬な行

爲をやめることができると思う。

原燃から水爆え、そして人類の滅亡に行くかどうかは、

結局人類力郵前に之を蟹明に虚理するか否かにかLわって
いることである。

DDTと野鳥の問題

野鳥を保識する大きな目的は、鳴き鐸を梁んだり、その

優美な議を鑑賞したりするという風流氣も手傳つ短はいる

が、それ以上に森林審織や綱1鋤の署識を駆除してもらう
ことが著者としては､もっと大きいこと蹴のであ.る。

ところが1946年突如として蕊場した殺織郷DDT其の

後剛来たDDD･IIMPP或はその他の灘素化合物は小鳥以
_hの敷果を表ほし､野鳥は失業の蕊目にあっている一と
いっても、漆だR本ではそれ程でもないがアメリカでは此

の問題が八鋪しく論じられている。

此等新殺鐡割の濫用は逢に益鐡､例えば､驫媒花にはな
くてならぬ蛛類や、縮源の蜜蜂の絶滅を惹き起さうとして

いる、森林や果樹園に濫用した結果〆二やアブラムシを食

っていた鑑鐡”Eんだため、之等の害鐡力溌烈に増えて仕

末に閲っている所、或は職末を水中に撒布した緒果、此の
藥割に敏感なカニ、魚類力蝿ﾀ酎一るばかりでなく、之等を
食って螺していた水遜の鳥までその危鑑が及んで犠惑し
ているところさえ出来るに至っては正しく生物全魁の斌會

問題である。動物寵(此はU.S.FiShand､WildlimSer-
viceの課で適欝でないが、除り長つたらしくなるので簡

蹴に皿物晦としたのである）では、種為な調査或は試験を

《
一

一
一

行って、その有敷な最小限度或は撒布する時と場所等につ ‐ ではどの位の鍵を、,IIu埼郷11U/ｪ勾露"1M､-‘畔？'』｡、槌‘ー

いて種麹民間を指導していろ。 いてば励物臆で試職したところによると､鰯､エピ､謝
DDTが初めて世にあらわれた溌時濫用した例としては 二を殺さない様にするためには粉割を用いてはならないし

次の様なものがある。 種きるだけ油割として水面や沼澤に反當り約15匁程函散
ニレの揖倣を防ぐために、1946年頃は25％藩液5斗を 布すればよいとしてい患。

押し出しポンプ匂$締していた。こればDDTだけ使うと 粥鮴地辮G61111J歩鰭り600匁以ドである。でないと輔
一（27）一・
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乳動物、鳥類、カール等はバダバタ死んでしまう。ゴルフ

，ﾝ′の芝生にほ腎驚霊ど雄生して困ることがあるが．
此の時だけは反営り600匁乃至750匁位月jいる。然し此の

量は野鳥の生命を決定的に左右するものであるから餘喜注
意して取り扱はねばならない。

婦削についても次の様な注意をしている。

早期に發生する昆鍛を殺すためには早春に撒くが、それ．

以後7～8月頃までは鳥類の育雛91であるから用いない。

8月を過ぎて再び用いるが、これはおそく發生する昆鐡を

殺すためである。

DDTを蝋用するよりは他の蕊割と併用すると卓効があ

り、単用して被筈があったからといってDD囮は駄目だと

ずるのは早見であるということもいはれている･

術総談ながら、英國の殺鍛剤BHCも数年前アメリカに

輸入されたが、その敷果は宣傳程では唯く、おまけに之を

吸收して出来たジャガイモは非柑に不快な味がするという
ので悲しむべき失敗に総つた・

兎に角野鳥義護も、DDTの施用も同じ目的を持つだけ

に、今後更に眞刺に此の問題は研究されねばならないし、

DDTのもつと科學的な使用法が考えられねばならない。

オーヂユボン 〆

小鳴のことを書いた序にAudubonMagazineとJohu

JamEsAudubonのことに一寸鯛れて溌か漁ぱならない。

永一ヂユポン誌は.1899年アメリカで、鳥蕊懸蝋雛Bir(1

Love という名前で發行されたのであるがその後オーヂユ

領シに因んで前記の名前に政あられ、昨年50年祭をやっ

た古い小鳥に關する雑誌である。隔月に發行され､､1ヶ年，
僅に2ドル75セン1､であ鵜。

淵嬬の名前すら敵えるに至った』.J.オ序-ヂユポンは仲
仲面白い經雁と性絡をもった人である。

オーヂユ泰ンの生れた年代については、大英百科僻典で

は1781年となっているのに、オーヂユポンの傳記やその

他の本には4年後の1785年艇なっている。

大鐙私達は百繩卿K等といえば大いに信用したがる。し

かも錐百科辞典ともあらうものが間遼をやっている等と

は思はない。何かこみ入ったことでもあるかと調べ､てみる

と果して複雑な事精があぁらじい。

大磯オーヂユポンの雨親はフランスのプロテスクシ1､で

父はフランス革命の起きる20年前は一商船の船長であっ

たa、アメリカの革命の時は英國の武裟商船を向うに廻して
戦って一時1,リコになったこともある。

後カリピヤン海の遠い島で砂聴商をやったり、幾場を經

管したりL'て大金持になったこともある。J.J.オーヂユ

ポンカ迷れたのは父がサント・ドミンゴに居た時で1785

－〔22

年4月22日ということになっているc

ところがプランス革命の鳴錦人や子供の生命が随分到ら

なくなつたもの力琴かつた。その中でも悲劇の中心に厳こっ

たルイ14'11tと王妃の間に出来た皇太子ドーフインもその

1人であったが．その王子力填のオー学ユ準ソとキツカリ
〆

同年輩であったため、スリ替えられたんだらうという風説

励泣つだ。

現に噛のオーヂユポンは「私自身の本嵩の名前は霊表す

ることを許されていない」といったことや、オハ.ヨー河を

下る船の名前をプ'､見たとき、驚きの麓を發して「あの船

の稿前は私のほんとの名前にそっくりだ」といったことや

凧は影の存在だ」と洩らしたこと等、當時の人為が思い

合はせると、どうもさるやんごとなき生れらしいというこ

とに一致するのであった。 ．"=ﾐ
又オーヂユ鑑ン家の義子綴組の日附というものが1794 峰-コ

年3月7日で、それが彼の歴史に於ける最も確資な法的日

附になっているとい‘うのも可笑しな話である。

尚彼は幼名力鐸山あって､彼の妻ルーシイは生涯彼をラ･

フチレイと呼んでいたが、本営のフランス名はJeanJac-
報

quesでそれを英識ｻｰるとJOImJam(8になるのださうで
〆

現在その名前で這っているのでおる。

彼はフランス靴が弧く、妻にフランス語を教え、妻は彼・

に米語を教えたといはれ‘ている。

彼はもともと正規の學間を受けていない。というのは父

オーヂユポンは彼を海蝿量官か謝術家にしたいと思いそう
した學課を學ぱせたが、御鴬人は一向にそんな氣持はなく

數學や用滞蜜を勉弧するよりは森林の中を鰹け廻もことが

好きで､彼の部屋は鳥の卵や､貝､地衣植物､滴ゴロ等の
標本室みたいになっていた。一時海軍兵學校に入れられた

が先生の目をくら寮!'虞て逃げ剛し、遂につかまつ‘て監禁さ＝
れたりした。父もすっかりあきらめて自宅に連れ戻したの

を幸に再び自由の翼をひろげて野原や森林をうろつき廻わ
っていた。

大賎繪が好きで始塗は鉛筆喪をやっていたが、17，8歳
頃から水彩蟹に縛向した。ずつと後年鳥類を識いて人にみ

せた時も専問家達は油繪をすLめたb教えたりしたが鳥類
を糖細に識くには水彩謹力；一番適しているとして油繪ぱ単
に餓技としていた。例えば探鳥旋行をして靴の底がすっか

り摺り切れて、靴とは名のみ、足のうらで歩いている間に

プト剃握の前を通りかかって主人の肯倣謹を油繪で仕上
げ、まんまと靴,'足を新調し、序に靴屋のおかみさんの肯
像謹を郷､て助手の靴もかせいでやったりした。

彼の最も面白い黙は鳥類を描くのに鯛に靜物としてか,く
のではなく飛んでいるところとか、喧嘩しているところ、

蜂鳥の如きは飛びながら蜜を吸っているところとか、とに
8）



＝

成澤：野鳥の養護その他（3）
F一一一

－－

れからマンチェスター、エヂンプルグ等次から次えと職患

されたが等しく･II上人の眼をみはらせた。

初版の出たのは1830年、2版像1834年3版1837年

最後版は1839年1,055種の小鳥をのせた4詑枚の色刷り

卿版で鴬時として鴎到的なものであった。

1828雫夏巴里を訪れ､そこで鯉助畢者クーピエルやブン

ポル1､に近づくことができた､次の冬ロンドンに入り1830

年再びアメリカに歸b中部南部の森林を探険している。

1832年の夏愈鳥の渡りを研究するためにj鄙諸州にでか

けて行ったがその頃郎に大きくなっていた2人の息子も探

鳥の旅に連れて行った。．

彼の著した本は

4me面canOrnithOIogicalBiograPl'y｡

'mleBirdSofAmerica.

TheQuadrupedgofAmeri"

Biogram1yofAmericanQuaerUpeaS.

等であるが最後の2つは1840年費府で瀧貰されたも

のである。撰者は1850年完成したものであるが第1番目

のものより優れているといはれている。

オーヂユポンは深い信心家で，常に樂しい生活の出来る

ことを刺Iに感謝していたという。

一寸した病氣がもとで1851年1月27日ニウヨークのハ

角動的な‘監類をえがき出すことに|簡心したことであった。

15年間アメリカの原始林をさまよい歩き家膜は貧窮の

底にうごめいていたが、妻のルーシイは仲盈のしつかりも

ので、後に附近の家庭教師になって家計を支えていた。然

しオーヂーポンは此の旅行で素晴しい鳥の嶌生を收穫し、

此は後にア式リカの鳥類TheBirdSofAmen"となって

刊行されるに至った。尤も彼は初から之を出版しよう等と

は考えていたのではなく友達からすLめられた時も「いや

別侭名藤をはくするためのものでもなく、蝋に自然を楽し

んだ副産物に過ぎない」よといつていた位であった。 、

後に彼はオハヨー河の岸にあるヘン渓一ツン村に家族と

共に移住した。そこ轌彼は数年間自然を學び、遂に1,000

種の小鳥を原色で謹くことができた、そのうち200圖版を

たづさえフイラデルブイヤに出ていった。然し仕事が邪魔

して、思いがけなく数週間を費府で鑑らねばならなかっ

た。その間彼の圏版を友人の倉庫に入れて置いたのが不幸

の種で．いざ出してみると折角の圖版が鼠のために食1，や

ぶられていた。驚の餘b彼は數週間發熱し時には危瞼な状

態にも焔つた･

然しもともと丈夫な郷ま元詞罐と共に、臘銃、ペソ、

スケッチブックをもって再び翁淋生活をはじめ3年後には

識凝を小鳥で埋めることができた。

一

常時醜にルイシアナに移っていた家族と共にその收灘を ドツン河の岸にある彼の住家で永眠した。

喜んだのであった‘ ペルレプシ曇もオーヂュポンも費族である。Iﾖ本の小鳥
しばらく滞在の後､彼は謹批界え族立った。それは獣餅’ 研究家にも熾族力誓い。小鳥と黄族がどんな因果臘係にあ

の鳥學者達に新世界にもこんな蝋富な自然界があることを るの力域は王女の化身だから貴族の趣味に適ったのかも知
紹介するためであった。 一 忽ないが、貴族のなくなった今日吾燕一般庶民の手でもつ

1826年1パフ･ール.に到着､そこで驚嘆すべき彼の新ﾘ塀 と此の愛すべき4鶴を保謹してやらねばならない。
の自然界が認められ、その町の國立博物館で公開され、そ

（完）
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旬

等力爆げられ陰喧おゐが吾が國には未だ發生したものがない

眼い､亡求むれは極度の庇蔭下の場合には一見白澁病のよう

に校條次白色に鍵じ剥皮し柚ﾀ織る腐敗病が生ずる事もあ

るが普通の…度であれば談生することがない。

遠慮なく何でも訊いて下さい。それぞれの溌威者
iこ依頼して明快な回答をして頂きます（編集室）

× ××

○新｡刊紹介油桐の被害

（問） 埼玉職比企郡今宿村飯塚三男

（，）擴近支那油桐の栽培を鹿んに奨勵しておりますが一

面關東以北での栽培には被鴇が粗當心配されお様です。こ

の塞害に雛る過程及被害藍受けた後の淀峨に就いて詳細な

設明を願いまう~b

（2）其の他類似病微との識別方法に就いて。

（3）其の他主蕊両害の病徴に就いて御説明下さい。

（答） 林野聴特産課長片山佐叉

（1）關蕊地方には茨城縣及千喋縣に於・唾撰培されている

力嫉城縣よ”郷では栽塔されていないのでその塞鶚につ

いては判らないが､支那油桐の塞審に羅るのは多く苗畑時

代叉は植栽後1,2年の間で欺罪生以上腱なれば被害が少な

い、従って苗木叉は幼樹時代の被謁伏況について一般的に

考へられる黙は､被害には凍需と謡鴇の2つ力端へられる

が、この鶚は最低温度か或は“淵度か或はこの雨讃の組

合せによるものかは未だ研究されておらない。凍害は根元

の*職を犯されるのと糖頭部の犯される被害とあり、飾荷

は大磯,,2月の酷寒に地表が凍結しこれが日中の温熱のた
心

め祷解し叉凍結されるので根元の靱皮部力職壊されて漸次

形成屑の部分迄犯され開篇はするが樹液の疏動が不可能と

なって枯死するもん,後者ば苗木の織の弱いものを楠
付けた場合徒長した柵頭部が爵鑑して色が塗り漸次無味を

帯びて次第に萎縮して枯死するのと、4，5月頃開瀞ﾘｰる頃

に晩霜に遡って淡素同化作用I仁裁蹴を來して生長が阻需さ

れ新芽の組織柔軟の部分が破壊される、そのため最初犯さ

れた時は淡縦色である力輔次茶褐色となりて遂に無味を譜

びて、その部分が楠死するのである、この霜需に罹つた場

合何れも下部の/k化せる虚に及ぶこと力割合に少いo

現在茨城縣乍の七曾付に植栽しておる中園大別山系の支

那油桐は零下7,8度の淵度下でも被甕を蒙ることが少いと

植栽者が言っておるが､この事も目下試験中のようである。

_縦に支那油桐は燕胤が零下攝氏7,8度以下に連讃して下

ると凍害に犯されると言われておる。 f
〔2〕右と類似の病徴は現在の庭認めらるるものはないの

でM形されていない。

（3）油桐の病害は極め､て少なく外國には鼠毛病，焼け病
●

數日前誇者のクヌツヒエル博士から私にあて奥、1肌の

本がとどけられた。番名ば0lPlanungm《IKontrolleim

ForStbetrieb''である。周知のようにクヌツヒニル博士は

チユーリビのスイス連邦立工科大躍林學科の獅受でﾎ{集金

般腱ｵﾉたっての巍受の該博なるﾀi職はわれわれにとって鮪

異であ感が、とくに銅榔郵學に開しては1I塀屈指の犀堵

であろう。 声ミ
屋剖

昨年の夏頃に「恐らく1年後には經理に開する蒋識を詮

れろだろう」と教授から手紙がきていたが、ついに出来上

ったわけである。

序言にも書かれているように本譜は古典調*經理學書と

は本質的に異った内奔をもっているようである。

全巻は3部に分れ第1部が基礎理論(Th"retiS(JheGru=

ndlagen),第2部が經誉案の燐行(DieAnFIf樋駁ungd"

Wirischai'tsplanfs),第3部力漕例(P"ktisCh"Beispifl)

となっているが､費行面が電要観され、とくに第3部の溌

例は助手のシユナイ涙一氏が教授の根本方針に則って編成

した施業案を綴介したものであって、躍徒とともに礎際の

林業に携わる人尭にとっても聯きわめて有鑑な蚕料を提供

している。 ‐ マ
クヌツヒエノL敦授はい鼠までもなく照謙法を最も高い經

理方法と見倣す信奉者の1人である。その見解が古典經理

學の理論と棚容れぬことは鴬然であるが、照査法に關する 詞～

最も新しい麦料と見解を提供している鮎でも本書はわれわ

れにとって興味が深い。照査法による經理が膝下で成功樫

に変施されている國の學者ならでは到底執筆出来そうもな

い丙奔ゐ著書である｡

私は本番を愛けとったばかりのところ~Gあり、詳しく内

審を通演していないので目下これ以上の紹介は柵来ぬ力辮

者からはあらかじめ雛課擢ももらっているので数ケ月後に

は全課を出したいと念じでいる次蕊である。

最後に本書は9頁にわたる文献まで合せて346頁である

が､近年どんなものが出ているのか見徽もつかぬわれわ螂

仁とって最後に附加された多数の文献目録も非轍に有益で

ある。出版所は

H.R.Fmlelliinder&C0.Aal"111950年版

（岡崎文彬）

＝
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可解である。

林淵鍼術シリ.-ズNo.10群馬縣下に於けるスギ及びヒ

ノキの‘1年生麹氷の成績では、1年生麹聯也は3年生鐙林

地に比して直座が大きくかつ大さがよく揃っているゆえ成

績が良いという。ただし1年生篭林地の方が約1割だけ本

数が少いゆえ嗣水数の差が及ぼｰ影辮を吟味していないこ

とは遺憾であり、研究報告というよりも、著者の主義主張

の宣傅であるような印象を受ける，

林業技術シリーズNo.13主要林木の品種の問題は錘複

雑怪奇である林木の品種問題を明決に解決してあって理解

に便であるが、自然界の複雑な州來事を白でなければ黒で

あると織定することが許される．竃あろうか。本瞥は蔑人が

識まなければならない議物であぉが、本雷に識まれないよ

うに注意を要する。

林學概論（經濟評諭就、は著譜の専門外である樹醗級や

ｲｿI業種などに關して数多くの新競を提唱しでいるが、これ

を一燕反駁する必要はないと恩ヴ。ただし淡水化物（炭酸

ガスと水〕と剣註したり、天然蕊新の主伐と間伐とを混同

され為と、迷惑ﾘｰる綱者があると思う。ともかく遭林に關

する著者柵特の學設に同綱する林業技術者がひとり歪もあ

るとすると、われわれの迷惑は一通りでない。

これ侭造林に湿らないが､北方林業を育てあげ、徴多く

の林業解説シリーズを編渠して林畢界に貢献された加納一

郎氏に謝意を表する。

× × ×

食

造林學新刊書總評
／

中村賢太郎

・昭和25年のH臓物を見渡して､數鼓が多くなったこと

を喜ばしく思う。

第一に推したいのは佐藤猟太郎跡士鐙修の｢スギの研究」

（義隆堂）である。その分戯にも感心するが、その内容に

は敬服する。從來執錐したことがない人為が恩師のために

錐を執ったこともひとつの特徴であるが､大部分は未發表

の論文這あり、多年の研究成績を取り．まとめたものが多

い。學者の記念諜業としてこれにまさるものはなく、数多

くの優秀な門弟を特たれた佐藤先生は幸禰である○特に柴

田信男氏の論文は箪行本として出版し壷も立派な償値があ

るほどで，これ茜恩師に捧げたことを本人は滿足していら

れることと推察する。

藤島信太郎氏が更新論的避林學を改訂して、資賎挫林學

誰義(義擾堂）を出版された努力には感心する。改版とい

うよりも.全く新らしい瞥物になっていて、非常によく書

けているだけに、引用文献がないために絵の勵蠅昨減す

ることを惜む°

朝倉から麹ﾎ學全謡の1部が引綴き刊行されたが・關係

者§あるゆえ書評をさしひかえることを許されたい。識者

から未ｷﾘの分を督促されてはいるが‘思うよグに蜜現でき

ないことを申諜なく思っている）筆者が棚倉からIⅢした森

林作紫法は専門の領域として自任している渥げに、特に同

學の士の批判と教示とを仰ぎたLゎ、

林業技術シリーズNo.7薪炭林の施莱法改善に於て澤

伐腰林の材績生長量が2借になると稜表したのは談であっ

たと訂正された，澤伐嬢林に於て炭材に適する大さの樹木

を伐れば、短伐期の皆伐倭休よりも明らかに材砿收穫が多

いが.皆伐の場合にも伐期が高くなれば平均收礎力藩しく

多くなる従って皆伐・揮伐共に最大の村鎖生長量の場合

を比鱗す-べきか、あるし､は現實に行われてL､る伐期につい

て雨者を比較するかによって事情力譜しく違う。伐期の低

い皆伐嬢隊は伐期を引上げるよりも、鐸伐に愛更する方が

資行しやすいというなら話がわかるが､地力維持や伐採木
の箪慨c樹種．材種）などが撰伐に有利であるとしても、

材積生長匙を増すには澤伐腱限るようにいわれることは不

一
一

h

Ｐ

－一一

岡崎文彬著｢照査法の寳態」林業技術叢書

照査法に關する女献ほおおいが、これほど弔易に解読し

たものはすぐない劃照査法は澤伐側錐に限るものではない

が､鐸伐仇業を論議するには照査法の知識を礎とする。
わが鯛の現状毛は照査法は到底震行できないといって反對

する人があると思うが､照査法の採用を断念する限り、林

業の技術は進歩しない。法IE林萬能の古典經理學では鐙林

は經理の制約を受けやすく、とくに澤伐作業に關しては疑

問がおおいゆゑ、木材増産を第一義として造林と經理とを

協調させんとする照査法を理解Fｳｰる必要があるべく、鐸伐

竹柴に關心を有し施業の合理化を望む林業按術者に本書を

推賞する．スイスの澤伐林の立木撰成や成長鐙力場>かるだ

けでも一讃の償値があるo(中村磯太郎）

《
一

弓．

I
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本會創立三十周年記念事業
一 F一一一舎安 守削一一一二一や一一一一口■一一－

懸賞論女募集
、

(農林省後援）
一一一一一一－

木曾第3回懸賞論文は記念事業の一蕊として特に農林省の後援に依り盛大に蜜施すること上なった。
廣く各怖の篭って膳募せられんことを期待する。

1．認霞…･…:…．･･･…我が国縁野行政の重黙施策と 4．審査
その具現方策について ◇審査期日昭荊126年7月-8月

2．募集規定 ．◇審査員
◇應募者の蓑絡は限定しない 審査長制鰯臓長官 繊川信夫
◇論文の大きさは2蔑字“00字詰原稿用紙周0枚）以 審査員林野臆林政部長 小川保男

丙とする 〃 挿黛部長 藤村重任
但し別に大要を記した梗概（800字以内》及び略歴を 〃 業務部長 佐木義夫
添付すること ． 、 淡林省弘報課長 藤雀吉生

◇募集締切昭和26年6月末日 林業試驍場長 長谷川孝三
◇邊付先木曾宛 東京大學教授 磯部秀俊
◇懸募注意 〃 島田錦藏

イ、態募は1人1麓とずる 参議院議員 三浦辰雄
ロ、封筒の表紙に『懸賞論文,1と朱書すること 衆議院議員 笹山繁太郎
ハ、封筒及び論文にほ必ず住所氏名を明記すること ． 参議院農林専門員 倉田吉雄
二、聴募作品は未謹表のものであること 國土絲化推進委員會副委員長村上龍太郎
ホ、應募原稿は返還しない 財風法人林業經濟､ﾘ暁所理事長早尾丑麿
へ、入選論文の版瀧は本割こ師闇するものとう-る 小林剃柴株式曾祉々長 小林準一郎

3，入選及賞 献團法人日本林業樹『協雷理事長松川恭佐
特賞農林大臣堂（副賛10,000円) 1名 5.蕊表及表彰
一席林野鴎長官賞(副髄10,000円） ’名 イ､審査の結果は『林業技術』誌上に渡表すると共に
二席蛍金5,000円 2名 入潅者に通知する
三席黄金2,000円 3名 ロ、入選論文は『林業技術』誌上に登蛾する

但し審査の結果各席に適営な該営者がない場合は空席 ハ、入選欝め表彰は30周年記念式典に於亡行う
とすることがある

＝

一二

■

＃
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I

嘉鬘蘂
一一咳一

､ハー一一一一一一一〆一ご一戸一一一歩一一一ー句ハーーーー

・赫業嶌眞コンクール作
一戸一一一ニーーーーージ亀孝一一室-戸面～宮具〆津ﾊｰ戸－戸､グー～ぜ､〆-毎

●

して森林富圃乍品を蕊集してコソクールを行い一

(農林省後援）

参観に供する堂に陳列して一般の記念行頚の一と

と共に優秀作品に對して表彰を行う。 ・

題材”．．…･･林業に關して参考となる罵眞作品
募集規定

◇應募賛格限定しない

◇懸募作品の大きき四グ切り以上に引伸したもの
◇邊付先木曾宛

◇諦切期日昭和26年7月末日、
◇應募注意

イ、鵬募枚戯には制限がない

ロ、封筒の表紙に『應募冨眞』と朱書すること

ハ、作品には必ず題名謹附すること 、

チ、入調乍品については原蟹（フイルムノを木曾に邊
付すること

り、懸募作品の版潅は木曾に蹄風するものとする

3．審査及表彰
◇腰募作品ほ審査して入選作品は次の通り表彰する

特選1識農林大臣賞 （副賞5,000円）

第一席3甑 林野歴長官斑 （副賞3,000円）

第二席 5識堂 金 2,00QB
第三席10黙賞金 ］,000画

佳作50識賞 品
但し各席に適営な該當作品が無い場合は空席とする
ことがある

◇審査期日昭和26年8月
◇審査員鴬眞の雛威者及ひ淋業關係者中より委鰻の懲

定（確定次第發表する〉

◇瀞査の結果は琳業技術.1に護表する

◇入選者の表彰は木曾30周年記念式典鴬日に行う 、－
4．展蕊會

入選作品は展蕊曾を開催して一般に公表する（期日場所
等未定）その後各支部に巡回展磯曾を開催する

１
２

へ

| “

1

＝、作品の裏面には次の事項を明記すること。
1．題 名

2．題材の丙容1こついて簡箪な説明
3．撮影年月日
4．撮影の場所
5．態募者の住所、職梁、氏名

ホ、應募作品ば誹發表のものであること

へ、懸募作品は昭和25年1月1日以降に撮影したも
のであること

卜、照募作品は返却しない

｜

’

’
一〈32〕－

一一
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b

特別會員
次の通り申込があった、協餐を謝し會員に報告する轍砺略）

一
一
一

ー

側蛾
闇

國際木材博蕊會艇開する打合
フランス．レオシ市の博覧曾委員會から本溌宛戯品の瀦
誘欣織たの･薗之に對う胃る打合せ霞を次の通り開催し
た､

第1回 3月6日 午後3時－5時
第2回 3月9日 午前9時一孔1時

その結果之れの虚羅についてI爵-=靭林畷腐Nw3錯及課に
お願することに厳つた･

第2回理事衝 3月15日 午後1時－3時半
於参議院曾館第4曾議室
出席者紙川理事長以下ユ6名外挺羨任状

提出着12名計28名

◇

ロー

兵3

こ r圭毒筆臺~一二又臺壼緬蔵~－1
1 但し2回に分納することが雪童る i

O－雪一_"輿一句ご再一一一一一毛戸や〆_戸車戸ﾏｰｰｰﾊｰ電_〆一弐記一戸－－へ"､-戸一再"一・〆･〆､〆‐宍〆-よ

◇

1．第4回邇幣總會開催の件
2．30周年紀念事業に關寸-る件

3．塾の他會務に關する件
等を協議決定した

◇第4回邇蛎總會
別項の通り3月15日午後等時から滞催

一一一

編集室より

伽考1．本雷の年度は4月から翌年3月迄とします
2．曾蜜の納期I龍1回排は9月迄

2回柳は6月と12月となって居りますb
3．年度の途中で入曾される方の曾溌も翌年3月

迄の分として堂額を申愛けます但し10月以
降入會の方に限り齢前半期分は菟除します。

一｡～一

本紙の購讃料について

1．本誌朧會員には無料配布致します
2．曾員以外で本誌の購讃を希望される方は次の職識料

金を添えて軽み下さい。

購綬料1部40円 《郵税共）

I

◇4潟から本誌の發行を愈‘々待望の月刊とすることになっ
た。それに伴って曾畿の値上げも總會で可決されたが此の
程庇のことは己むを得ないと思う。それにしても最近の用
紙蛎情は極端に悪く〈本競朧特に苫小牧鯉紙の御援助によ

って漸く現物化できたことを深謝します〕又各種の物侭睦
貴もあって仲々容易ではないと思うが編集室でば銭に決意
を新た侭してこの目襟を貫徹する積りである。◇總曾では

月刊にすることによつ･て質の低下の恐ればないかとの質問
も受けたのである力巍在＠ところ斯溌な憂I‘､はないという

確信を持って居る。然し蕊に一層良ぐするためには曾員の
職種的な寄稿をお願したい◇頁数は溌算面では一應若干の
減頁を絵儀なくされて居るがこれも極力他の面を節約して
逓も落さない識にじたいと思う。◇前號で出した曾員|世愉

調喪は大分集ったが未だ未だ浦足できる程ではないの力謹
念である。締切を3月15日と一應限定したことが多少のブ
レーキになったのだと思ふが、之はそれ程股密な意味では

ない。これからでもい上から成る可く多くの御意見を聞か

せて頂きたい。◇昨年の幕に突然本會宛にフランスから一

木の手紙力舞ひ込んだ。レオンで本年9月から10月.にかけ

■
■
ｑ
＃
Ⅶ
０
Ⅱ
０
０昭和26年4月5日印刷 倒質40圓

昭和26年4月10日發行 （逢料共）

林業技術節110號
〔改題第17銃・發行部数11,000部）

綱集發行人秘 原 茂
印刷人 水野義男
印刷所 三立印刷株式會就

祗閲法人日本林業技術協會｜
東京都千代田瞳永田町2丁目'番地 ｜
電話(58)1508番・振替東京60“8番 ’

發行所

日本出楓窃會盈員番競B214012番

〆

▲－

入倉年月
I

25．8． 9
25．9．5

25．9．'26 ：’
0

25．11．17

26．2．16

〃

I

氏 名
－11

友田 信｜

鈴木達治郎I

|尾続梅一

!:瀧薑珊欝
後藤息則

圦

住 所
一

松本市渚38s松本林友木材曾斌

名古屋市中川鹿西古渡町3ノ9
材總木材xx

和歌山縣新宮市新奮

文京麗湯島天測町2ノ4

宮嚇天赫町'8鬼笠商事唾

宮崎市鹿島通2丁目後藤商蕊KK

金 額

3,000円

3，000

3,000

5,000

3，000

3，000

取扱支部

長 野

名古屋

脇 西

本 部

九 州

〃
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實践育林學猟雲季鮮
鑑林の計識とぞ④蛮行という槻勤に立ち、青林學の全

般を舞易に解説した“上及び學習上の良参考書

特用樹種獺露壽艀
農山村の多角經管に極めて必要な樹謹作物について醤
かれた最初のもので､良き研究指針､技術指導書

農用林概論中驫閲導鮮

砂防造林鼎…塗鼠講

林木育種〔上｡下〕燈篭周篭誇

森林作業法中蕊騨騨

土壌肥料綜典鴬盃隅華簾

原田泰箸A5判350頁豫償“側
育林躍的な見地から氣象因子の測定法を記しで研究の

手引とし、陽光・淵度・氣睡と風・潔度・降水・蒸散

天氣と気候及び森林機の成立や剥院の鍵遜等に脇して
森林に及ぼす氣象因子の影響と森林が之等の諸因子に
及ぼす關係簿に就き、最近の研究を力峡して識Ⅲ且つ

平易に解説した森林氣象の最新参考雷

造林學概論馴蓄鶴喜苓鮮

森林保護學魂里鳳琴‘霧

森林土壌學穏奄隠雲霧

農林地質學寓鴬隠雲霧

詞,甥土壌學弓患撫鯨

1
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圓
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東京都千代田湿
蒜田錦町一丁目

振替東京八六七三番
．[岡書目録進呈〕朝倉書 店

’ ’
’

Ｉ

農学博士

吉田正男薯

Bx3嚢380頁麺0岡
熱

鰯
盤
凝 患蛋

蔵I

帳難皇笠上垂鼬置鐘劉臺ー
､林業害鑑防除論上審｝殴一－－．－－－－－－」

配本豫定5月上旬

耀博圭黒墓之竪共著急腎編
I小住宅の庭園設計IM_ｰ

配本豫定5月上旬

雲灘圭}共著林學講義票6鶏
吉田博士署林憤算法及較利學琴鯛
中村博士著育林學原論葉鶚

劉
圓
圓
劉
圓
劉
圓
園
圓
圓
圓
図

卯
妬
卵
錨
刊
卵
詣
沌
弱
妬
加
別
記

３
２
３
１
２
１

聖
〒
茎
〒
近
茎
〒
》
毒
璽
〒
茎
〒

中村博士箸造林學随想

三浦博士箸林業實験と實習

佐藤敬二箸造林學原論

島田博士署林政學概要

島田博士箸アメソカ林業發展史

島田博士箸林業癬記及收録評定論

内田博士著實用潔測量法

岩出亥之勤著蕊椎茸培養法

１
１

。榎茸の人工栽培法北島博士箸＃臆茸｡ナメ
|中村博士箸 〒共185圓

東京港屋赤坂
一ツ木町

振替口座
東京1952．98地球出版株式 會 賊 ’

ｒ
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